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2 不燃ワールド　第8号

ごあいさつ

提言：
人と自然は平等
一般社団法人都市防災不燃化協会
会長

岩井 國臣

　一般社団法人都市防災不燃化協会が発行する

『不燃ワールド』も新型コロナウイルスに翻弄さ

れた一年の中で、第8号を発行ができる事は幸

いです。日頃から協会活動の皆様のご協力にこ

の場を借りて感謝と御礼を申し上げます。

　今回のような疫病の災いは日本人が生きてい

る中で幾多も経験をしている脅威です。

こうした脅威の前には人はみな平等であるとも

いえるのでしょうか？

　毎年恒例の宮内庁の歌会始めも今年はそのた

めに延期になりました。

　日本人は歌の前では平等です。これは万葉の

時代からの日本ならではの文化です。

　今もその文化が続いていると言えるのが歌会

始めです。

　西洋の文化では「人は法律の元で平等」また

「神の前では平等」と言われております。生きて

いる世界では法律の前におり、死後は神の前に

いるという事でしょうか？

　日本人は歌の前で平等であるという事は、諸

外国の方々には理解しがたいかもしれません。

　同様に日本人は自然の前でも平等だといえる

でしょう。

　昨年の令和2年の歌会始め、今上天皇の最初

の歌会です。

　お題は「望」

　〈天皇陛下〉

　学舎（まなびや）にひびかふ子らの弾む声さ

やけくあれとひたすら望む

　〈皇后さま〉

　災いより立ち上がらむとする人に若きらの力

希望もたらす

　天皇陛下の御製は、子たちを詠み、平和な世

界を願ったうたです。

　皇后さまの御製は、一昨年に起こった災害を

題材に、助け合う民の姿をお詠みになられてお

ります。

　果たして延期された今年の歌会では両陛下は

何を思われるのでしょうか？　お題は「実」で

す。

　両陛下はつねに被災地とこれからの日本を

想っておられます。

　日本では災害もまた人の前に平等です。全国

各地は自然災害のない地域はありません。

　平等に与えられる災害と向き合う事が日本の

歴史でもあります。

　防災はそうした歴史の中での役割です。特に

災害の多い日本は都市だけではなく地域にあっ

ても平等に防災との関係が重要になります。

　地域再生はこれからの日本の最大の課題です。

災害と文化の変化もあり、人々は故郷が喪失し、

日本全体がニヒリズムに陥っているからです。

　故郷は、実際の故郷のみならず、心の故郷も

含めて、ただ単に懐かしいという思いを抱かせ

るものにとどまらず、哲学的意味を持ったもの
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であります。その哲学とは、私たちの行動の行

く先を指し示すものであって、現在の科学技術

文明を修正するものでなければならないかもし

れません。現在、そのような哲学がある訳では

ありません。私は、哲学者ではないので、もち

ろんそのような哲学を構築することはできませ

んが、これからもこのことは注視していきたい

と思います。

　自然に向きあいながら、今できる技術で都市

と地域を再生していく活動が当協会の役目と考

えております。

　今年は当協会の不燃木材外装委員会が中心に

なって、日本建築学会や日本建築士会連合会と

今一度木材の不燃化での活用の意義を研究して

いく年になっております。

　木の国日本が、地域再生の木材活用や自然と

都市への関係等に、文化技術としての木材活用

を科学技術として根拠づけしていただけること

を確信しております。

　これからも当協会活動にご協力を何卒よろし

くお願いします。
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巻頭言

豊かな生活への木使い

東京大学／東京理科大学名誉教授
日本大学理工学研究科客員教授

菅原 進一

　一般社団法人　都市防災不燃化協会（以下、

当協会と称する）は、2012年（平成24年）7月

に設立され、当協会の活動目的の項目は、人命

第一と位置付け、人に優しい木の文化の再興、

山林間伐の産業化による地域経済の活性化、森

にも優しい木の文化の推進、木を主体とする構

造材・内外装材の不燃化推進、各分野における

森林資源の有効活用等である。

　当協会は来年で設立10周年を迎え、上記の活

動項目に沿って着々と前進中であると聞く。こ

こで、木を使うことを主要項目に設定された理

由を第三者的立場で考えてみたい。

　ヒトを初め諸生物は、今のところ地球を運命

共同体としているが、やがて地球外の天体へ活

動の場を広げる可能性も否定できない。しかし、

こうした天文学的考察はさておいて、ここでは

地球でヒトの生存に欠かせない水・食料・環境・

リスク等に関わる気懸り（木掛かり）な事柄に

ついて考えてみたい。

　農耕を発展させたヒトは集団化して社会を創

り人間と呼ばれる様になった。13世紀になって

ユーラシア大陸を支配下に置いた大モンゴル帝

国はペスト等の疫病や災害でも勢力を弱めたよ

うに、中世期頃までは気候変動や疫病が国の興

亡に大きな影響を与えた。18世紀後半には産業

革命が英国で起こり、19世紀以降は英国を超え

て欧米を中心に工業化が進展して、人類社会は

新たな発展を遂げて行くが、富裕層と貧困層の

富の格差は拡大した。英国の18世紀後半におけ

る富裕層の平均余命が約45歳、貧困層も含めた

全体的平均余命は約35歳、地方域の平均余命は

約40歳であり、地方から都市部への流入人口が

平均余命を引上げている程であり、ロンドンな

どの都市における環境衛生・医療の改善に産�

業革命の成果が寄与したとは言い難い状況で

あった。今日でも新型コロナウィルス感染症

（COVID-19）が全世界を席
せっけん

捲し、更に感染力の

強い変異株も増殖過程にあり社会不安を募らせ

ている。こうした事態を解消する医療に関わ�

る社会システムの構築は現代においても依然�

として多難である。2015年に国連は全会一致�

で「持続可能な開発目標」（SDGs：Sustainable 

Development Goals）を採択した。その内容を

見ると2016～2030年で達成するために掲げられ

た目標が17項目あり、収益と社会貢献および社

会的課題の解決は両立すべきものという基本的

考え方で貫かれている。最近は、SDGsを企業

戦略の中核とする例も増え、ステークホルダー

（Stakeholder；利害関係者）の関心も高まって

いる。今日におけるコロナ禍の克服は、SDGsを

推進するために欠かせない課題であり、1961年

に設立されたWWF（World Wide Fund for 

Nature：世界自然保護基金）はSDGsを推進す

る中心的支援母体で、4項目の活動（地球温暖

化を防ぐ・持続可能な社会を創る・野生動物を

守る・森や海を守る）を掲げ、森を守る活動の

一環として木の合理的活用が人類社会の健全な

発展に不可欠であり、都市に暮らす人々にとっ
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て木（公園）の存在が重要であることを示して

いる。この意識の発露である世界主要都市の一

人当たりの公園面積（m2 /人）を見ると、東京

区部2.9、大阪5.3、仙台（杜の都）12.55、パリ

11.8（但し、中心部から東約4 kmにヴァンセン

ヌBois de Vincennesの森9.947 km2、西約5 km

にブローニュBois de Boulogneの森846 haが控

えている。）、ロンドン 26.9、ベルリン 27.4、�

ニューヨーク29.3、キャンベラ77.9であり、日

本の狭さが注目される。日本は、国土面積に占

める森林の割合が約70%（約2,500万ha）でほ

ぼ一定している。これまで、木造都市は大火で

焼滅する危険がありコンクリートや鉄で造るべ

きだ等の理由で木造禁止が歓迎され、どこにで

もある木（森）は生活の一部として気にもなら

ない存在であった。その為か、木（森）と人間

生活に関する本質的議論は未だ十分ではないと

言える。森林資源量の目安となる森林蓄積（樹

木の幹の体積）は、戦後引揚げ者の協力等で実

施された拡大造林を経て昭和41～平成29年

（1966～2017）の間に2.8倍増加し、平成29年に

は約50億m3（この内、育生林は約6倍で天然林

の約2倍）となり育成林の有効活用が重要となっ

ている。平成22年（2010）5月22日に「公共建

築物等における木材の利用の促進に関する法律」

が成立し、同年10月1日から施行された。国土

交通省発表の平成30（2018）年度における木造

化対象小規模公共建築物は85棟（木造化実施77

棟で90.6%、延べ面積9,051 m2）、内装等木質化

公共建築物169棟、木材使用量4,206 m3 であっ

た。最近は、間伐材や製材時発生した端材をペ

レット化して建材やバイオマス発電に有効利用

する活動も盛んであるが、メインは木造建築物

の採択とその用途・規模の拡大であり、官・民

とも準耐火・耐火建築物の建設が進んでいる。

その背景には、内外装や防火・耐火向けに工夫

された集成材、直交集成材CLT、平行単板積層

材LVL、直交単板積層材Plywood、平行ストラ

ンドボードPSL、配向性ストランドボードOSB、

中密度繊維板MDFなどの加工木質材が豊富に

出回り、木材の有効利用が図られていることが

挙げられる。こうした建築用木質材の性能の規

範として、身近に産する天然材料である日本ヒ

ノキの出自を考えておきたい。

　日本書紀には、「ヒノキは宮殿、スギ・クスノ

キは舟、マキは棺に使え」と記され、ヒノキは

最高の建築用材であることが知られていた。そ

れも養分の少ない山の頂付近の自然林で実生か

ら育ったものが優れていて、棟梁はこうしたヒ

ノキを集めて、1、2世紀は悠に保つ金堂や五重

塔を建立したと云う。強度保持・水湿・芳香（ア

ロマ・ストレス緩和）・蟻等に関する性能が優れ

建築向けである。昔の道具には 釿
ちょうな

や槍
やり

鉋
かんな

があ

り、鋸もなかった時代ではケヤキやカシなどの

硬い木は使い難かった。

　話は変わるが防火薬剤は防腐・防蟻等に用い

る場合よりも注入量が多いため、白華や液垂れ

を防ぐ必要があり処理後に表面は溶剤系ウレタ

ン系塗料等が塗装されるが、相対湿度の高い環

境下では注意して管理する必要がある。内装不

燃化では準不燃性を保持できれば使用上まず困

らないが、外装仕上げでは各種劣化条件が一段

と苛酷になるため庇出や上下窓間のスパンドレ

ルを長めにする、窓の位置をずらす等の意匠的

対応で対処する必要もあろう。また、立体的に

燃焼性をチェックするモデルボックス試験で使

用予定の内装材をダブルチェックしておくこと

も一考に値しよう。

　準耐火や耐火性能を付与し規模を拡大した木

造建物が普及拡大しているが、単体や市街地に

おける建て方で注意すべき課題を幾つか考えて

みたい。日本の木造（住宅）は寝殿造りに見ら
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れるように軸組となる柱梁を主体とし壁や間仕

切りは後付け的であるため区画化の意識は後付

け的で、襖や障子で仕切られた部屋（通し間）

での生活習慣を異としない傾向もあるようだ。

全1室を一体的にして開放感のある住まいとす

る例も増えている。旧市街地で離隔距離に応じ

た外壁・軒裏・開口部の防火措置を施していな

い例も少なくない。消防活動が十分に出来ない

地域もある。こうした地域では所轄消防署・消

防団・自主防災組織・自治会・PTA・小地域福

祉会などが連携して予防・消火・防火・避難活

動を支援する必要があり、内外部を防火材料や

防火窓に改修する活動等を進める必要があるが

簡単ではない。欧米の戸建て住宅団地（village）

では、入口に情報交換装置（防災パネル）を備

えた受付詰所があり各住戸との連絡で防災を始

め高齢者や子育て住戸の福祉相談等が出来る例

も少なくない。木造ビルでは、柱・梁が倒壊防

止の要になり避難完了時間との関連で耐火性能

を無理なく決めておく必要がある。その際、LVL

やCLT等の厚版の活用は重要なポイントになろ

う。区画壁や扉の防・耐火性能や配置も用途や

避難動線を考慮して設定し、後者は居住者に周

知しておきたい。木造の防・耐火性能の確保で

は接合部の処理が重要で燃込みや割れ等が所定

の時間発生しないようチェックしておく、地震・

火災の同時発生に関する対応は更に検討して行

く課題も多いと思われる。　

　最後に、木は生物材料であることを十分認識

しておくことを記して筆を擱きたい。
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特 別 寄 稿

木造住宅・建築物の
振興について

国土交通省住宅局住宅生産課長

石坂 　聡

1．はじめに

　日頃より、住宅・建築行政、とりわけ木造住

宅・建築物の振興にご支援、ご協力を賜り厚く

御礼申し上げます。

　我が国の森林資源が本格的な利用期を迎える

中、木材需要の拡大は、林業の成長産業化や地

域の活性化、地球環境問題への対応という観点

からも重要な課題であり、木材需要の約４割を

占める建築分野はその利用先として大いに期待

されています。木造建築物の内訳を令和元年度

建築着工統計により見ますと、延べ面積で比較

した場合、3階以下の低層住宅では約8割が木造

である一方、3階以下の非住宅では木造が約2割

弱、4階以上の住宅・非住宅では木造がほとん

どない状況です。木造建築の拡大を図っていく

上では、まずは低層の非住宅分野、更に住宅・

非住宅の中高層分野における普及を図っていく

ことが重要であると考えております（図1）。

　このため、国土交通省としましては、建築物

における木材利用の拡大に向けた環境整備に取

り組んできました。先導的な木造化プロジェク

トを支援する「サステナブル建築物等先導事業」

については、平成22年度から実施しており、構

造、防火、生産システムの面で先導的な技術を

図 1

新築建築物に占める木造建築物の割合

６階～

４階～５階

３階

１階～２階

54.1％
<4,410千㎡>

99.8％
<2,883千㎡>

99.9％
<6,997千㎡>

2.6％
<93千㎡>

100％
<11,935千㎡>

100％
<6,450千㎡>

45.9％
<3,748千㎡>

97.4％
<3,474千㎡>

12.9％
<6,513千㎡>

87.1％
<44,098千㎡>

81.4％
<13,992千㎡>

非木造 34.1％
<25,079千㎡>

木造 65.9％
<48,514千㎡>

木造 9.6％
<3,299千㎡>

非木造 90.4％
<30,913千㎡>

住宅
<床面積 73,593千㎡〉

非住宅
〈床面積 34,212千㎡〉

※新築のみを対象とし、増改築は含まない ※住宅には「居住専用建築物」「居住専用準住宅」「居住産業併用建築物」を含む

0.2％
<6千㎡>

0.1％
<1千㎡>

新築建築物(全体) 107,805千㎡

48.1％ <51,813千㎡>

(R1年度「建築着工統計」)

低層住宅のうち

木造は ８２.５%
<48,508千㎡>

18.6％
<3,205千㎡>

木造

非木造
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導入した木造建築物などに対して助成していま

す（図2）。

　更に、今年度からの試みとして、非住宅・中

大規模の木造に新たに取り組みたいという設計

者の技術力向上を図るため、非住宅や中高層の

木造建築物に関する設計講習会の開催と、木造

設計の技術関連情報を一元的に提供するポータ

ルサイトの整備の準備を進めているところです

（図3）。

　令和元年６月には、防火関係規制の合理化を

図 2

図 3

地域型住宅グリーン化事業

•地域型住宅の規格・仕様
•資材の供給・加⼯・利⽤
•積算、施⼯方法
•維持管理方法
•その他、グループの取組

共通ルールの設定

グループの構築

関関連連事事業業者者のの
連連携携体体制制のの構構築築

建築士
事務所

建材流通
事業者

プレカット
事業者

中小
工務店

原木
供給者

製材
事業者

地域における⽊造住宅の⽣産体制を強化し、環境負荷の低減を図るため、資材供給、設計、施⼯などの連携
体制により、地域材を⽤いて省エネルギー性能や耐久性等に優れた⽊造住宅・建築物の整備、住宅の省エネ改
修の促進を図るとともに、若者・⼦育て世帯に対して⽀援を⾏う。

地
域
型
住
宅
・
建
築
物
の
整
備

設備の⾼効率化

劣化対策

耐震性

維持管理・更新の容易性

優良建築物型
認定低炭素建築物など⼀定の良質な建築物

１万円/㎡ （床面積）

外皮の
⾼断熱化

外皮の⾼断熱化

１次エネルギー消費量が
基準と比べ少ない

その他一定の措置（選択）
・ＢＥＭＳの導入
・節水対策
・ヒートアイランド対策 等

補助対象（住宅）のイメージ

補助対象（建築物）のイメージ

省エネ改修型
省エネ性能が⼀定程度向上する断熱改修

⻑寿命型

⾼度省エネ型

補助限度額
110万円/⼾⻑期優良住宅

認定低炭素住宅 又は

性能向上計画認定住宅 70万円/⼾

50万円/⼾

ゼロエネ住宅型
ゼロ・エネルギー住宅 140万円/⼾

※ １次エネルギー消費量が省エネ基準△20%となる場合、30万円/⼾補
助限度額を引き上げ

※ ４⼾以上の施⼯経験を有する事業者の場合、補助限度額100万円/⼾

※ 寒冷地、低⽇射地域、多雪地域に限り、Nearly ZEHを補助対象
※ ４⼾以上の施⼯経験を有する事業者の場合、補助限度額125万円/⼾

※ 住宅の新築について、⼟砂災害特別警戒区域は補助対象外。

令和３年度予算額：140億円

①地域材加算
主要構造材（柱・梁・桁・⼟台）の過半に地域材を使⽤する場合、20万
円/⼾を限度に補助額を加算

②三世代同居加算
玄関・キッチン・浴室又はトイレのうちいずれか２つ以上を複数箇所設置する
場合、30万円/⼾を限度に補助額を加算

③若者・⼦育て世帯加算
40歳未満の世帯又は18歳未満の⼦を有する世帯の場合、30万円/⼾を
限度に補助額を加算

※①〜③の併⽤は不可。

＜住宅の新築における加算措置＞

令和３年度予算額：５億円の内数

低層住宅やS造・RC造に加えて、非住宅や中⾼層の⽊造建築物(中大規模⽊造建築物)に取り組みたいという設計
者の技術⼒向上を図るため、中大規模⽊造建築物の設計支援情報を集約一元化して提供するとともに、設計者を育
成する取組を推進する。

1. 「中大規模木造建築ポータルサイト」による設計支援情報の集約・提供
中大規模⽊造建築ポータルサイト（令和3年2月17日開設）により、中大規模⽊造建築に関する知識・技術の習得に
役⽴つ情報（設計技術情報、講習会情報等）や、⽊造建築の実現にあたりビジネスパートナーを⾒つけるために役⽴つ
情報（担い手・サプライチェーン情報）、設計者相互の情報交流の場（相談箱）等のコンテンツを提供。

2. 中大規模木造建築物の設計者向け講習会

大橋 好光 東京都市大学 名誉教授

稲山 正弘 東京大学大学院 教授

腰原 幹雄 東京大学 生産技術研究所 教授

中島 史郎 宇都宮大学 地域デザイン科学部 教授

安井 昇 早稲田大学大学院 理工学研究所 招聘研究員

山代 悟 芝浦工業大学建築学部 教授

安達 功 ㈱ 日経BP 総合研究所 所長

槌本 敬大 国立研究開発法人 建築研究所

犬飼 瑞郎 国土技術政策総合研究所

(一社)不動産協会 (公社)日本建築士会連合会

(一社)日本建築士事務所協会連合会

(公社)日本建築家協会 (一社)日本建築構造技術者協会

(一社)日本建設業連合会 (一社)新都市ハウジング協会

(一社)プレハブ建築協会 (一社)日本木造住宅産業協会

(一社)日本ツーバイフォー建築協会

(一社)日本CLT 協会 (一社)日本木造耐火建築協会

(一社)JBN・全国工務店協会 (一社)中大規模木造プレカット技術協会

日本集成材工業協同組合 (一社)建築性能基準推進協会

(一社)木を活かす建築推進協議会

国土交通省 住宅局 木造住宅振興室・建築指導課、官庁営繕部

林野庁 林政部 木材産業課・木材利用課

(公財)日本住宅・木材技術センター ㈱ アルセッド建築研究所

中大規模木造建築ポータルサイト
整備検討委員会

意匠設計者及び構造設計者向けに、中大規模⽊造建築物の設計に関するテキストを用いた講習会を
WEBにより全国規模で実施することで、知識・技術を習得する機会を幅広く提供。(令和2年度実績:意
匠設計者向け647名、構造設計者向け590名)

都市木造建築物設計支援事業

WEB講習の画面

設設計計技技術術情情報報

 各種技術情報（テキスト、標準図面、事例
集等）を集約。構造、防耐火や工法の別な
どにより検索可能

相相談談箱箱

役立つ設計技術情報が簡単に見つかる

標準図面

テキスト 事例集

担担いい手手・・ササププラライイチチェェーーンン情情報報

 設計者、施工者、木材加工事業
者等のリストを集約

 設計者等の技術者相互の情報
交換により、疑問点等を解決

各都道府県で調達できるＪＡＳ製材の

樹種や寸法等が知りたいんだけど…

質 問

｢●●｣というサイトを見ると、

工場で生産されるＪＡＳ製材の

樹種や寸法等が分かりますよ。

回 答

中中大大規規模模木木造造建建築築入入門門ガガイイドド

 木造建築の事例やメリット、建築
基準法等の関係法令等の概要を
簡潔・ビジュアルにまとめたパン
フレットを紹介

講講習習会会情情報報

 各種講習会の概要、開催予定等を
集約

補補助助金金・・表表彰彰制制度度情情報報

 補助事業や表彰制度を集約

ポータルサイトへ！

協業先の事業者が見つかる
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盛り込んだ改正建築基準法が施行され、構造部

材の木材を「あらわし」で見せるなど木の良さ

を実感できる建物が建てやすくなったところで

す。これを積極的に活用した木造建築の事例が

増えることを期待しております。

　また、地域における木造住宅の生産体制を強

化し、環境負荷の低減を図るため、資材供給、

設計、施工などの連携体制により、地域材を用

いて省エネルギー性能や耐久性等に優れた木造

住宅・建築物の整備等への支援（図4）や、大

工技能者の減少・高齢化に対応し、地域におけ

る木造住宅の施工技術体制を維持・整備するた

め、民間事業者からなるグループが各地域で行

図 4

う大工技能者の技能向上のための研修活動につ

いても支援を実施しています。

　この他、住宅・建築物の省エネ対策の強化を

図る改正建築物省エネ法が、令和元年5月に公

布されました。一部の規定は令和元年11月に施

行され、中規模建築物の適合義務化や住宅を含

む小規模建築物の説明義務化は令和3年4月に

施行予定です。これを受けまして、木造住宅・

建築物の省エネ性能の更なる向上に取り組んで

いるところです。

　以上の取組により、木造住宅・建築物の振興

に取り組んでまいります。協会の皆様には、引

き続きご協力をお願いします。

サステナブル建築物等先導事業（木造先導型） 令和３年度予算額 ︓
環境・ストック活用推進事業74.9億円の内数

⽊造化に係る住宅・建築物のリーディングプロジェクトを広く⺠間等から提案を募り、⽀援を⾏うことにより、
総合的な観点からサステナブルな社会の形成を図る。

下記の要件を満たす⽊造建築物
（公募し、有識者委員会により選定）

【調査設計費】
先導的な⽊造化に関する費用の１／２以下。

① 構造・防火面で先導的な設計・施工技術の導入されるもの
② 使用する材料や工法の工夫により整備コストを低減させるなどの、
⽊材利用に関する建築⽣産システムについて先導性を有するもの

③ 主要構造部に⽊材を一定以上使用するもの
④ 建築基準法上特段の措置を要する一定規模以上のもの
⑤ 先導的な技術について、内容を検証し公表するもの
⑥ 建築物及びその情報が、竣工後に多数の者の目に触れると認められるもの
※特に普及性に優れたプロジェクトを優先採択する｢普及促進枠｣を設定（令和2年度〜）

⺠間事業者、地⽅公共団体等
● 補助対象事業者

● 対象プロジェクト

【建設工事費】
⽊造化による掛増し費用の１／２以下。
（ただし算出が困難な場合は建設工事費の15％）

● 補助額

（１）多様な用途の先導的木造建築物への支援

先導的な設計・施工技術が導入される実用的で多様な用途の⽊造
建築物等の整備に対し、国が費用の一部を⽀援。

（２）実験棟整備への支援と性能の検証

【調査設計費及び建設工事費】
定額 （上限30百万円）

● 補助対象事業者

● 対象プロジェクト

● 補助額
⺠間事業者、地⽅公共団体等

CLT（直交集成板）パネル CLT工法による実験棟

① ⽊材利用に関する建築⽣産システム等の先導性を有
するもの

② 国の制度基準に関する実験・検証を⾏うもの
③ 公的主体と共同または協⼒を得た研究の実施
④ 実験・検証の内容の公表
⑤ 実験・検証の一般公開等による普及啓発等

ＣＬＴ等新たな⽊質建築材料を用いた工法
等について、建築実証と居住性等の実験を担う
実験棟の整備費用の一部を⽀援。

※ 補助額の上限は原則合計５億円

下記の要件を満たす⽊造の実験棟
（公募し、有識者委員会により選定）

⽊質耐火部材を用いた大規模庁舎

CLTを用いた10階建て共同住宅

《実績》 合合計計110044件件 （H22～26年度までの前身事業の実績を含む。取下げ分を除く）

（近年の年度別） H27：5件、 H28：20件、 H29：9件、 H30：11件、R1：8件、R2：12件

《実績》 合合計計110044件件 （H22～26年度までの前身事業の実績を含む。取下げ分を除く）

（近年の年度別） H27：5件、 H28：20件、 H29：9件、 H30：11件、R1：8件、R2：12件
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特 別 寄 稿

首里城火災からの 
復元の取組み状況に 
ついて
～技術検討委員会における 
　　　　　　　防火対策の検討～

内閣府　沖縄総合事務局　�
国営沖縄記念公園事務所

1．はじめに

　令和元年10月31日未明に発生した首里城で

の火災。首里城正殿内で発生した火災は、その

後北殿や南殿等の復元建物へと延焼し、9棟（全

焼：7棟、一部焼失：2棟）が被災し、平成元年

から始まった復元事業により蘇った首里城を代

表する建物の多くが一夜にして失われました。

その後、警察、消防による調査が実施されまし

たが、火災原因は電気火災である可能性が高い

ものの「特定に至らない」ことが発表されまし

た。本稿では、現在進められている首里城復元

の取組み状況について、防火対策の検討状況を

中心に報告致します。

2．�首里城正殿等の復元に向けた�
取り組み

　首里城正殿等立地する首里城公園（正式には

国営沖縄記念公園首里城地区）は、国が実施す

る国営公園事業で整備・管理されている公園で

あることから、今般の火災後、関係行政機関の

緊密な連携のもと政府一体となって首里城正殿

等の復元にむけて対応するため、「首里城復元の

ための関係閣僚会議」（議長：内閣官房長官）（以

下「関係閣僚会議」という。）が設置されまし

た。

　令和元年12月11日には、当該会議において

「首里城復元に向けた基本的な方針」が決定さ

火災による首里城正殿等の被害状況
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れ、「首里城の今般の復元に向け、詳細な時代考

証に基づく前回復元時の基本的な考え方を踏襲

して首里城を復元していくこと」や復元にあたっ

ては「今般の火災を踏まえた防火対策の強化等

を行う」ことが示されました。また併せて、当

該方針を受けて、沖縄総合事務局において、首

里城復元に向けた技術的な検討を行うことを目

的として、「首里城復元に向けた技術検討委員

会」（以下「技術検討委員会」という。）が設置

され、首里城正殿等の復元に向けた技術検討が

開始されました。

　令和2年3月16日には、技術検討委員会にお

いて、「首里城正殿等の復元の工程表策定に向け

た技術的検討に関する報告」がとりまとめられ、

この報告を踏まえて、令和2年3月27日に関係

閣僚会議において、「首里城正殿等の復元に向け

た工程表」（以下「正殿復元工程」という。）が

決定されました。

3．首里城正殿等の復元に向けた工程

　令和2年3月の首里城復元工程では、前回復

元時の設計・工程を踏襲することを基本としつ

つ、今般の火災を受けて、防火対策の強化及び

材料調達の状況の変化等の反映の観点を踏まえ

工程が示され、具体的には、令和2年度（2020 

年度）早期に設計に入り、令和4年（2022 年）

中には本体工事に着工し、令和8年（2026年）

までに復元することを目指すこととされました。

　また併せて、復元にあたっての技術的課題に

関する方針についてもとりまとめられ、防火対

策については以下の通りの内容が示されました。

①　再発防止策の徹底

　二度とこのような火災による焼失を生じさせ

ないよう、今後想定される様々な出火要因に対

応するため、文化庁の「国宝・重要文化財（建

造物）等の防火対策ガイドライン」を踏まえた

再発防止策を講じる。

②　火災の早期発見と迅速な初期消火の徹底

　今般の火災では、早期発見と初期消火を徹底

することの重要性が確認されたことを踏まえ、

首里城正殿に、最先端の自動火災報知設備等の

火災の早期発見のための設備や、スプリンクラー

設備等の迅速な初期消火のための設備を導入す

る。

③　消防隊による消火活動の容易化

　首里城が城郭に囲まれた特殊な地形に存在し

ていることを踏まえ、消防隊が迅速に消火活動

を行うことができるよう、消火用の水を城郭内

に送るための連結送水管設備を導入する。

④　消火のための水源の確保

　「国宝・重要文化財（建造物）等の防火対策ガ

イドライン」等を踏まえて、貯水槽を増設する

とともに、関係機関と連携して消火栓の新設を

検討する。

⑤　�世界遺産の構成資産である�

首里城跡の保護

　連結送水管設備の導入や貯水槽の増設等に当

たっては、世界遺産の構成資産である首里城跡

の地下遺構の保護を前提に設計・施工を行う。

なお、この場合、前回復元時の工程から大きな

変更は生じない。

4．�今回の復元における首里城の�
防火対策の考え方

　技術検討委員会では現在、正殿復元工程の内

容をもとに、首里城正殿等で整備すべき防火対

策の具体的な内容について検討を進めており、

正殿の基本設計を行う令和2年度の技術検討の

とりまとめとして、令和3年3月25日に開催さ

れた令和2年度第4回技術検討委員会において、
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首里城正殿の防火対策（詳細は下記5に記載）

等が決定されました。

　当該対策の検討にあたっては、まず「首里城

全体の防火対策の考え方」として、「総論」（3

点）と「火災段階ごとの対策」（6点）が、以下

に示すとおり整理されました。

　まず、総論としては、

・今般のような火災による焼失を二度と生じ

させないよう、消防法に基づく対策は勿論

のこと、「国宝・重要文化財（建造物）等の

防火対策ガイドライン」（文化庁）等も踏ま

え、今後想定される様々な出火要因に対応

した防火対策を講じる。

・防火対策の検討にあたっては、正殿等の復

元建物の有する歴史性（歴史的空間や景観

等）や復元方法（内外部の復元、外部のみ

の復元等）を考慮した上で、首里城として

の歴史的意義に誤解が生じないよう配慮す

ることとする。

・沖縄県が検討を進める防火体制などのソフ

ト対策等とも密に連携し、火災時に迅速・

適切な対応が可能となるよう、最先端を含

む最適な防災・防火設備を計画する。とと

もに、火災段階ごとの対策としては、

・「未然防止」については、電気系統を原因と

する出火を未然に防止するため、漏電遮断

器、感震ブレーカー、絶縁監視装置等の設

備を設置する。また、防犯及び非常時監視

等のため、死角を作らないよう監視カメラ

を設置する。

・「早期覚知」については、燃え広がる前の早

い段階から火災の感知が可能な設備を導入

する。

・「初期消火」については、自動で消火できる

設備を導入するとともに、手動での初期消

火には少人数でも対応できるよう易操作性

を確保する。

・「延焼防止」については、防火シャッターの

設置等により、近接建物からの延焼を防止

する。また、ドレンチャーなど消火用水を

用いる設備は、限りある水源の有効利用の

観点から、火災（延焼）に応じて適切な箇

首里城正殿等の復元に向けたスケジュール（正殿復元工程より引用）
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所で稼働する設備を導入する。

・「消火活動」については、消防隊が迅速に消

火活動を開始できる連結送水管設備の設置

や、自動火災報知設備と連動した門の自動

解錠等により、消防隊による迅速な消火活

動を可能とする。

・あわせて、初期消火や延焼防止、消火活動

に係る設備に必要な水源を適切に確保する。

また、火災発生時の迅速な避難が可能とな

るよう、誘導灯・誘導標識の設置、適切な

避難経路の確保等を行う。

　また、正殿等での防火対策の実施にあたって、

歴史的建造物の「復元」に対する影響が多かれ

少なかれ生じることから、正殿における防火対

策の実施にあたっての配慮事項として、「正殿の

防火対策における歴史的空間・景観への配慮に

ついての考え方」をまとめ、正殿の有する歴史

的空間の配置や往時の使われ方、建物内外の景

観を尊重することを原則としつつ、以下の通り

配慮することを整理しました。

　〈建築における配慮事項〉

①見え掛かり部における材料・寸法等は前回

の復元を踏襲することを基本とする。

②見え隠れ部においては、往時の建物の意匠

を損なわない範囲で、防災の効果が期待で

きる新たな工夫を検討する。

③利用者の安全を確保する目的でやむを得な

火災の段階等
防火対策の内容

（下線：今回復元で新規、下点線：焼失前から改善）

1）未然防止

 ・�電気系統を原因とする出火を未然に防止するため、漏電遮断器、感震ブレーカー、絶縁監
視装置等の設備を設置する。

 ・�防犯及び非常時監視等のため、死角を作らないよう監視カメラを設置するほか、人感セン
サーを設置する。

 ・�監視カメラについては、わずかな明かりでも監視が可能な「低照度型監視カメラ」を設置
する。
また、防災・防犯面の有効性及び省人化の観点から、火災感知器との連動により、異変を
監視モニター等へ自動的に表示する機能を追加するとともに、カメラの設置箇所も踏まえ、
人の動き等を自動検知するモーションセンサー機能を追加する。

 ・�落雷等に起因する火災発生防止のため、雷保護設備を設置する。

2）早期覚知

 ・�火災の早期発見のため、煙濃度に合わせて段階的な火災報知が可能なアナログ式煙感知器、
感知器の作動箇所が特定できるＲ型受信機等を設置する。

 ・また、放火等による出火を検知可能な放火監視センサーを設置する。
 ・自動火災報知設備と連動した消防機関等への火災通報装置（自動通報方式）を、管理事務室
（奉神門）に設置するとともに、火災の状況等について消防機関等と適切に情報共有を図る。

3）初期消火

 ・�自動で消火できるスプリンクラー設備（火災発生から放水までの時間が短い「閉鎖型・予
作動式スプリンクラー（湿式）」）を設置する。

 ・�1人でも使える易操作性の屋内消火栓（コンパクトで操作性が向上した「広範囲型2号消火
栓」）を、　建物各階の各部分が放水可能な範囲内に包含されるよう設置する。

 ・�建物外からの迅速な初期消火を可能とするため、屋外消火栓によって各建物が放水可能な
範囲内に包含されるよう、屋外消火栓を設置するとともに、操作の容易な小口径消防ホー
スを併設する（※「7）共通」参照）。また、御庭周辺よりも地盤が高い場所（高台エリア）
にある建物（書院・鎖之間、二階御殿及び奥書院）に対しても迅速な消火活動が可能とな
るよう、屋外消火栓を書院・鎖之間周辺に１組、二階御殿周辺に１組を増設し、それぞれ
小口径消防ホースを併設する。

首里城正殿の防火対策（令和 2年度 第 4回首里城復元に向けた技術検討委員会）
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4）延焼防止

 ・�正殿以外の建物から正殿への延焼防止のため、正殿へのドレンチャーの設置や軒の防火補
強を行うとともに、放水銃を正殿周辺に配置する。また、建物間での延焼（外部）を防ぐ
ため、屋外消火栓によって各建物が放水可能な範囲内に包含されるよう、屋外消火栓を設
置する。

 ・�放水銃については、操作人員の省力化や維持管理等の観点から、地上部に設置する１基に
ついて自動旋回式とするとともに、全４基に操作の容易な小口径消防ホース及びその放水
口を併設する（※「7）共通」参照）。

 ・�ドレンチャーについては、限りある水源の有効利用の観点から、火災の状況に応じて適切
な箇所で放水を行うことができるよう系統分けを行う。

 ・�加えて、正殿以外の建物について、建築における延焼防止対策の考え方※を整理し、各焼失
建物については、当該考え方を踏まえ、それぞれの設計段階で詳細な検討・設計を行うこ
ととする。

　※建築における延焼防止の考え方

〔
�復元方法（外部のみの復元等）に応じ、外壁下地や小屋組の不燃化、開口部への防火設

〕備の設置、正殿との接続部分における防火シャッターの設置等を行うこととする。　
なお、黄金御殿のうち正殿との接続廊下部分（前回復元では木造）については、延焼防
止の観点から鉄筋コンクリート造（ＲＣ造）による復元を検討する（黄金御殿全体をＲＣ
造とする）。

5）消火活動

 ・�自動火災報知設備と連動した消防機関等への火災通報装置（自動通報方式）を、管理事務
室（奉神門）に設置するとともに、火災の状況等について消防機関等と適切に情報共有を
図る。（※「2）早期覚知」再掲）

 ・�消防隊が迅速に消火活動を開始できるように連結送水管設備を城郭内に設置する。
 ・�自動火災報知設備の作動と連動して自動的に門を解錠する措置を講ずる。
 ・�さらなる消防水利の確保のため、公園内に私設消火栓を新設する。

6）避難安全

 ・�火災発生時の迅速な避難が可能となるよう、自動火災報知設備と連動した非常放送設備、誘
導灯・誘導標識の設置、適切な避難経路の確保等を行う。

 ・�避難経路の確保については、二方向避難を適切に確保するため、正殿外部における仮設の
避難階段を設置（黄金御殿完成までの間）するとともに、 正殿内部の鉄骨階段まわりに防
煙のための区画を設ける。あわせて、１階から２階への煙の侵入・拡散をできる限り防ぐ
ため、往時の復元階段まわりについて、防煙垂壁の設置等の措置を講じる。また、仮設の
階段内に２階から自力で避難が困難であると想定される車いす利用者等のため、救助を待
つための一時待避スペースを設ける。

 ・�上記対策に加え、正殿の避難に関する特性（※１階の天井が低く内装が木造であり、内部
における火災拡大や煙の降下が通常の建物よりも早い）を踏まえ、正殿内の収容人数の制
限、可燃物の設置制限、迅速な避難誘導及び消火器の使用も含めた初期消火のための体制
整備等のソフト対策の実施について、県及び公園運営管理者と密に連携を図る。

7）共通

 ・�初期消火や延焼防止、消火活動に係る設備に必要な水源の確保のため、消火水槽及び防火
水槽の増設を行う。

 ・�火災の状況等により、自衛消防隊が初期消火を継続することができるよう、操作の容易な
小口径消防ホースを屋外消火栓に併設するとともに、放水銃に小口径消防ホース及びその
放水口を併設する。

 ・�監視カメラの映像や自動火災報知設備等の各防災・防火設備の作動状況等を表示する監視モ
ニター等については、火災の段階に応じて適時に適切な対応を取ることができるよう、必
要な情報が分かりやすく表示されるものとする。

 ・�火災発生時において首里城公園全体として一体的に対応できるよう、公園全体で火災の状
況等の情報共有を円滑に図ることが可能となる機能を確保するとともに、各対策の実施に
あたっての運用体制の整備等について、県及び公園運営管理者と密に連携を図る。

 ・�なお、対策な実施にあたっては、最先端を含む最適な防災・防火設備を計画する。
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い場合は、周辺建物が復元されるまでの仮

設的な措置も含めて、歴史的空間や往時の

建物に配慮した上で、最小限の範囲で建物

部材等の改変（壁の一部を避難用に開ける

等）や付加（防煙壁や仮設の避難階段等）

を検討する。その際、付加物については、

往時の建物部材等と区別可能なものとしつ

つ、意匠上違和感のないものとする。

　〈設備における配慮事項〉

①可能な限り歴史的空間の雰囲気が損なわれ

沖縄総合事務局

火災発見から火災情報表示、消防通報までの動作フロー図

那那覇覇指指令令セセンンタターー

所所轄轄消消防防署署

消防機関

⽕災報知受信機から
の信号を受け消防機
関に⾃動通報

⽕災発⽣
⽕災報知
受信機

監視カメラ
（⾃動的に⽕災
⽅向に旋回）

⽕災
感知器

奉神⾨2F管理事務室⽕災警報

映像信号

正殿

通常⽕災時 監視装置・
モニター等

動作信号

⽕災情報
及び映像を⾃
動で画⾯表⽰

⽕災通報
装置

沖縄総合事務局

100t62t

40t

新新設設 新新設設

消火水槽（一部新設）

防火水槽（一部新設）

私設消火栓（新設）

※既設

※既設

※新設

※新設
※新設

私設消火栓・消火水槽及び防火水槽 配置図

※各設備の配置や具体的な仕様等については、
所轄消防局や維持管理者とも協議のうえ、
決定する。

木曳門

正殿

二階御殿

管理用駐車場

沖縄総合事務局

ｚ
ｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚ

情報ネットワーク

国国営営公公園園エエリリアア（（無無料料区区域域））

正正殿殿他他

警備室

県県営営公公園園エエリリアア

管理用
タブレット等

巡回
監視員

巡回
警備員

監視員

警備員

監視員

管理用
タブレット等

国国営営公公園園エエリリアア（（有有料料区区域域））

防防災災セセンンタターー
（（県県営営公公園園

エエリリアア内内））

防防災災セセンンタターー
（（奉奉神神門門））

携帯基地局携帯基地局インターネットインターネット

モバイル回線モバイル回線

※遠隔監視画面イメージ
（管理用タブレット端末）

中央監視ブラウザ中央監視ブラウザ

監視カメラ アプリ監視カメラ アプリ

公園全体の情報ネットワーク（イメージ）
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ない機器のデザイン（色調等）や配置（配

管ルート等を含む）とする。

②機器や関連する部材は往時の建物部材等と

区別可能なものとしつつ、意匠上違和感の

ないものとする。

5．首里城正殿の防火対策（案）

　上記4のような考え方のもと、技術検討委員

会において、以下の通り「首里城正殿の防火対

策」がとりまとめられました。

6．終わりに

　令和4年正殿復元の着工に向けて、令和2年

度に決定した「首里城正殿の防火対策」等をも

とに、各防災・防火設備の仕様など各対策の具

体的内容について検討を進めるとともに、首里

城の防火体制について検討を行っている沖縄県

とも密に連携しながら、首里城公園全体で一元

的かつ迅速な対応できるような防火対策の運用

体制や防災センター機能などの検討を進めてい

きます。
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電気プラグのプラスチッ
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東京消防庁 危険物質検証課
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電電気気ププララググののププララススチチッックク中中のの赤赤リリンンのの検検証証  
  
  

社本 尚紘＊，中山 隆裕＊，清水 崇一＊  

 
 

   概概    要要  
    電子機器等の DC プラグのプラスチック中に含まれる赤リン系難燃剤は、コーティング処理が不十分な場

合、加水分解反応によりリン酸が生成することで、プラスチックの絶縁性が破壊され、火災の原因となる

ことが知られている。 

    当庁では従来、こうした不良プラグが原因と疑われる火災の鑑定では、焼損したプラグに付着するリン

酸の有無を分析することでコーティング処理が不十分な赤リンの有無を推定する手法をとっている。しか

し、表面に付着するリン酸がない、またはごく少量であった場合、見落とす可能性がある。 

本検証では、エポキシ樹脂に赤リン等を配合した模擬サンプルを作製し、不良プラグに対する新しい分

析手法を検討した。赤リンの加水分解反応で生成するリン酸を熱水で抽出する手法を検討し、プラスチッ

クに配合される添加剤や火災現場で生じる損傷が本手法に与える影響を解明するとともに、火災鑑定にお

ける有効性を明らかにした。また、赤リン自体を分析する手法を検討し、火災鑑定における有効性を明らか

にした。さらに、検証から得られた知見を基に、不良プラグに対する新しい鑑定手法を考案した。 

     

 
１１  ははじじめめにに  

プラスチックはその大部分が炭化水素で構成されており、

燃えやすい性質を有している。そのため、電気・電子機器

で使用されるプラグのプラスチック中には、安全対策とし

て、燃えにくい性質を付加するために難燃剤が添加されて

いる。 

難燃剤には、リン酸エステル類や臭素化合物、塩素化合

物、リン化合物等、様々な種類がある。赤リンはこの難燃

剤の一つとして、利用されている。 

 一方、赤リンは吸湿性があり、以下の①、②及び③式に

従って空気中の酸素や水と加水分解反応し、五酸化リンと

メタリン酸を経てリン酸に変質することが知られている。 

  

4P + 5O2 → P4O10        

P4O10 + 2H2O → 4HPO3    

HPO3 + H2O → H3PO4      

 

リン酸は導電性であるため、プラスチック中にリン酸が

生成されるとプラスチックの絶縁性を低下させ、２つの導

線の間に微弱な電気が流れることで、プラスチック中で銅

の溶出及び析出が起こる。この現象をイオンマイグレーシ

ョンといい、樹脂の変形、発煙、発火を誘発する１）。 

そのため、赤リンを難燃剤として使用するときは、粒子

状の赤リンの表面を樹脂や金属化合物でコーティング処理

を施している。しかし、何らかの理由でコーティング処理

を施していない赤リンや処理が不十分な赤リンが含まれて

いると、しだいに赤リンの加水分解反応が起こり、プラス

チック中にリン酸が生成され、火災に至るケースが見られ

る。 

コーティング処理を施していないまたは処理が不十分な

赤リン系難燃剤が含まれる電気・電子機器のプラグ、いわ

ゆる不良プラグが原因と疑われる火災の鑑定は、試料に含

まれるリン元素の有無及び試料に付着するリン酸の有無を

分析することで確認する手法をとっている。しかし、この

手法では、試料の表面に付着するリン酸がないまたはごく

少量であった場合、不良プラグであったことを見落とす可

能性がある。 

電気・電子機器を製造するメーカーでは、不良プラグが

疑われる場合、熱水に浸すことで、赤リンの加水分解反応

を促進し、リン酸イオンを抽出する手法（以下「熱水抽出

法」という。）をとっている。さらに、他の分析方法を組み

合わせることで総合的に判断している２）。 

一方、火災鑑定に用いられる試料は、プラスチックに配

合される添加剤等の情報が乏しく、火災による焼損や消火

水による水損等の損傷を受けているといった特徴があり、

プラスチックに配合される添加剤やプラスチックの損傷が

熱水抽出法にどのような影響を与えるかについて明らかに

されていない。 

これらの状況から、不良プラグが原因と疑われる火災の

鑑定にも、熱水抽出法及び様々な分析手法を取り入れるこ

＊危険物質検証課 

・・・① 

・・・② 

・・・③ 
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とについて検証する必要がある。 

  

２２  検検証証目目的的  

プラスチックに配合される添加剤や火災現場で生じ

る損傷が熱水抽出法によるリン酸イオン濃度の測定結果

にどのような影響を与えるかについて解明するとともに、

様々な分析機器を用いて、不良プラグであることを多角

的に立証するための分析手法を探索する。さらに、不良

プラグが火災に至る直接の原因である、イオンマイグレ

ーションによる銅の析出現象の観測を試みる。以上のこ

とから、不良プラグに関する火災鑑定技術の向上と出火

原因判定に有用な資料を得ることを目的とする。 

 

３３  検検証証項項目目等等  

本検証は、熱硬化性樹脂の一つであるエポキシ樹脂に

赤リン等を配合し作製した、模擬サンプルを使用した。 

エポキシ樹脂は、末端に反応性のエポキシ基を持つ分

子量が数百から１万程度のオリゴマーであり、硬化剤を

組み合わせることで硬化樹脂を容易に得ることができる
３）。シリコン樹脂等の型に樹脂を流し込み硬化させる注

型と呼ばれる成型方法が可能で、大型の成形機材等を必

要とせず、任意の配合でサンプルを作製することができ

る。 

先に述べた目的を達成するために、以下の４つの項目

にわけ、検証を行った。それらの目的、方法等とあわせ

て以下に示す。 

⑴ 添加剤が熱水抽出法に与える影響 

 プラスチックに配合される赤リン以外の添加剤が、熱

水抽出法によるリン酸イオン濃度の測定結果にどのよう

な影響を与えるかについて明らかにすることを目的とし

た検証を行った。 

ア 模擬サンプルの作製 

 作製した模擬サンプルの一覧を表１に示す。 

フタル酸ビス（２－エチルへキシル）（化学式：

C6H4(COOC8H17)2）は、DEHP とも呼ばれ、代表的な可塑剤と

して知られている。可塑剤は最も多くプラスチックに配

合される添加剤で、可塑性を高めるとともに、硬い高分

子樹脂に柔軟性を与える軟化剤でもある４）。 

水酸化アルミニウム（化学式：Al(OH)3）は、赤リンと

同じく難燃剤で、赤リン等と併用することで難燃性の相

乗効果があることで知られている。また、赤リンのコー

ティング処理剤としても用いられている５）、６）。 

炭酸カルシウム（化学式：CaCO3）は、主要な充填剤の

一つとして知られている。充填剤は増量剤とも呼ばれ、

製品を安価に製造することを目的として使用される４）。 

プラスチックの添加剤は様々な種類があるが、赤リン

と併用される可能性が高いと思われる、上記３種類の添

加剤について検証した。 

模擬サンプルに配合する赤リン及び添加剤の配合量

はそれぞれ 1.0 wt％とした。赤リン及び水酸化アルミニ

ウムは、一般に難燃剤としての効果を発揮するためには、

より多くの配合を必要とする６）。しかし、本検証では、

エポキシ樹脂中に赤リン等を均一に配合するために、あ

えて少ない配合量とした。 

エポキシ樹脂に赤リンのみ、または赤リン及び添加剤

を入れ、木べらで均一に混ぜた後、硬化剤を入れ、さら

に混ぜ合わせて混合液を作成した。硬化が始まる前に、

シリコン樹脂製の型枠に混合液を入れ、24 時間静置させ

た。混合液が十分硬化していることを確認した後、型枠

から取り出し、模擬サンプルとした。 

 

表１ 作製した模擬サンプルの一覧 

模擬サンプル名 赤リン以外の添加剤 外観 

赤リンのみ なし 

 

赤リン＋可塑剤 フタル酸ビス（２－エチルへキシル） 

 

赤リン＋難燃剤 水酸化アルミニウム 

 

赤リン＋充填剤 炭酸カルシウム 

 

 

イ 測定機器 

 本検証では、キャピラリー電気泳動装置と比較して、

高感度で簡便なデジタルパックテストりん酸（低濃度）

／りん酸態りん（㈱共立理化学研究所製、型式：DPM2-PO4-

D、写真１）を用いて測定することとした。 

 パックテストは比色法による水質分析器具で、測定項

目に応じた反応薬が入ったチューブに検水を吸い込み、

反応時間後に標準色と比べて濃度を測定する器具である。 

デジタルパックテストは、パックテストの反応薬を用

いて検水を反応させた後、比色法ではなく吸光光度法で

測定する分析装置である。測定者や光源による誤差がな

く、測定結果は濃度数値としてデジタル表示される７）。 

反応薬は測定項目ごとに用意されており、本検証では、

そのうちのパックテスト（りん酸（低濃度））を用いた。 

 

 

写真１ デジタルパックテストの外観 
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とについて検証する必要がある。 

  

２２  検検証証目目的的  

プラスチックに配合される添加剤や火災現場で生じ

る損傷が熱水抽出法によるリン酸イオン濃度の測定結果

にどのような影響を与えるかについて解明するとともに、

様々な分析機器を用いて、不良プラグであることを多角

的に立証するための分析手法を探索する。さらに、不良

プラグが火災に至る直接の原因である、イオンマイグレ

ーションによる銅の析出現象の観測を試みる。以上のこ

とから、不良プラグに関する火災鑑定技術の向上と出火

原因判定に有用な資料を得ることを目的とする。 

 

３３  検検証証項項目目等等  

本検証は、熱硬化性樹脂の一つであるエポキシ樹脂に

赤リン等を配合し作製した、模擬サンプルを使用した。 

エポキシ樹脂は、末端に反応性のエポキシ基を持つ分

子量が数百から１万程度のオリゴマーであり、硬化剤を

組み合わせることで硬化樹脂を容易に得ることができる
３）。シリコン樹脂等の型に樹脂を流し込み硬化させる注

型と呼ばれる成型方法が可能で、大型の成形機材等を必

要とせず、任意の配合でサンプルを作製することができ

る。 

先に述べた目的を達成するために、以下の４つの項目

にわけ、検証を行った。それらの目的、方法等とあわせ

て以下に示す。 

⑴ 添加剤が熱水抽出法に与える影響 

 プラスチックに配合される赤リン以外の添加剤が、熱

水抽出法によるリン酸イオン濃度の測定結果にどのよう

な影響を与えるかについて明らかにすることを目的とし

た検証を行った。 

ア 模擬サンプルの作製 

 作製した模擬サンプルの一覧を表１に示す。 

フタル酸ビス（２－エチルへキシル）（化学式：

C6H4(COOC8H17)2）は、DEHP とも呼ばれ、代表的な可塑剤と

して知られている。可塑剤は最も多くプラスチックに配

合される添加剤で、可塑性を高めるとともに、硬い高分

子樹脂に柔軟性を与える軟化剤でもある４）。 

水酸化アルミニウム（化学式：Al(OH)3）は、赤リンと

同じく難燃剤で、赤リン等と併用することで難燃性の相

乗効果があることで知られている。また、赤リンのコー

ティング処理剤としても用いられている５）、６）。 

炭酸カルシウム（化学式：CaCO3）は、主要な充填剤の

一つとして知られている。充填剤は増量剤とも呼ばれ、

製品を安価に製造することを目的として使用される４）。 

プラスチックの添加剤は様々な種類があるが、赤リン

と併用される可能性が高いと思われる、上記３種類の添

加剤について検証した。 

模擬サンプルに配合する赤リン及び添加剤の配合量

はそれぞれ 1.0 wt％とした。赤リン及び水酸化アルミニ

ウムは、一般に難燃剤としての効果を発揮するためには、

より多くの配合を必要とする６）。しかし、本検証では、

エポキシ樹脂中に赤リン等を均一に配合するために、あ

えて少ない配合量とした。 

エポキシ樹脂に赤リンのみ、または赤リン及び添加剤

を入れ、木べらで均一に混ぜた後、硬化剤を入れ、さら

に混ぜ合わせて混合液を作成した。硬化が始まる前に、

シリコン樹脂製の型枠に混合液を入れ、24 時間静置させ

た。混合液が十分硬化していることを確認した後、型枠

から取り出し、模擬サンプルとした。 

 

表１ 作製した模擬サンプルの一覧 

模擬サンプル名 赤リン以外の添加剤 外観 

赤リンのみ なし 

 

赤リン＋可塑剤 フタル酸ビス（２－エチルへキシル） 

 

赤リン＋難燃剤 水酸化アルミニウム 

 

赤リン＋充填剤 炭酸カルシウム 

 

 

イ 測定機器 

 本検証では、キャピラリー電気泳動装置と比較して、

高感度で簡便なデジタルパックテストりん酸（低濃度）

／りん酸態りん（㈱共立理化学研究所製、型式：DPM2-PO4-

D、写真１）を用いて測定することとした。 

 パックテストは比色法による水質分析器具で、測定項

目に応じた反応薬が入ったチューブに検水を吸い込み、

反応時間後に標準色と比べて濃度を測定する器具である。 

デジタルパックテストは、パックテストの反応薬を用

いて検水を反応させた後、比色法ではなく吸光光度法で

測定する分析装置である。測定者や光源による誤差がな

く、測定結果は濃度数値としてデジタル表示される７）。 

反応薬は測定項目ごとに用意されており、本検証では、

そのうちのパックテスト（りん酸（低濃度））を用いた。 

 

 

写真１ デジタルパックテストの外観 
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ウ 試験手順 

ガラス容器に、作製した模擬サンプル１個と純水 10 

mL を入れ、模擬サンプルを完全に水没させた状態で蓋を

した後、温度 80 ℃に設定した恒温器（㈱いすゞ製作所

製、型番：HPAV-120-40）内で静置させ、熱水抽出を行っ

た。その後、模擬サンプルを取り出し、抽出液を得た。

得られた抽出液のリン酸イオン濃度をデジタルパックテ

ストで測定した。なお、デジタルパックテスト（りん酸

（低濃度））の測定上限 3.0 mg/L を超えた場合は、抽出

液を純水で 10 倍希釈し、再度測定した。熱水抽出時間

は、１、２、３、４、５、８、10 及び 24 時間とした。こ

の方法で、各模擬サンプルについて３回ずつ行った。 

⑵ 火災現場で生じる損傷が熱水抽出法に与える影響 

火災によるプラスチックの損傷が熱水抽出法によるリ

ン酸イオン濃度の測定結果にどのような影響を与えるか

検証した。 

ア 模擬サンプルの作製 

 作製した模擬サンプルの一覧を表２に示す。 

 なお、模擬サンプルに配合する赤リンの配合量は⑴の

検証と同様の 1.0 wt％とした。 

 焼損は、模擬サンプルを燃焼させることを想定し、危

険物の試験及び性状に関する省令（平成元年２月 17 日

自治省令第１号）第２条第１項に定める小ガス炎着火試

験を参考に、表３の条件で点火器具により加熱した。な

お、加熱後、模擬サンプルに有炎現象が見られるときは、

すぐに火炎を吹き消し消火した。 

水損は、一定時間模擬サンプルを浸水させることを想

定し、30 mL のガラス容器に模擬サンプル１個と純水 30 

mL を入れて蓋をし、24 時間静置した。その後、模擬サン

プルを取り出し、ペーパーで水分を拭き取った後、常温

で１時間乾燥させた。 

 

表２ 作製した模擬サンプルの一覧 

模擬サンプル名 損傷状況 外観 

損傷なし なし 

 

焼損サンプル 焼損のみ 
 

水損サンプル 水損のみ 
 

焼損→水損サンプル 焼損後に水損 
 

 

 

 

 

 

 

表３ 点火器具による加熱条件 

 本試験条件 小ガス炎着火試験の条件 

火炎長 約７㎝ 約７㎝ 

火炎接触角度 約 30 度 約 30 度 

炎との接触面積※ 約 0.5㎠ １㎠から２㎠ 

火炎接触時間 10 秒 10 秒 

※模擬サンプルの表面積が１㎠より小さいことから条件が異なった。 

 

イ 試験手順 

 ガラス容器に作製した模擬サンプル１個と純水２mL

を入れて蓋をした後、温度 80 ℃に設定した恒温器内で

静置させ熱水抽出を行った。その後、模擬サンプルを取

り出し、再度蓋をし、抽出液を得た。得られた抽出液の

リン酸イオン濃度をデジタルパックテストで測定した。

なお、デジタルパックテスト（りん酸（低濃度））の測定

上限 3.0 mg/L を超えた場合は、抽出液を純水で 10 倍希

釈し、再度測定した。熱水抽出時間は、５時間とし、各

模擬サンプルについて３回ずつ行った。 

⑶ 様々な分析機器を用いた分析手法の探索 

 熱水抽出法は、加水分解反応後のリン酸の溶出を目的

としている。他の分析手法として、赤リン自体の検出を

目的とした分析に注目し、エネルギー分散型Ｘ線分析装

置付走査型電子顕微鏡（SEM-EDS）及び熱分解ガスクロマ

トグラフ-質量分析装置（Py-GC-MS）の２点の分析機器を

選定し、検証を行った。 

 ⑴で作製した模擬サンプル（赤リンのみ）を用いて検

証を行った。疑似的に劣化した模擬サンプルを作成する

ため、模擬サンプルを高温高湿下で一定時間静置して、

加水分解反応の加速試験を行った。熱水抽出法では、加

水分解反応で生じたリン酸は、熱水中に溶け出してしま

うが、高温高湿下で加速試験を行うことで、加水分解反

応で生じたリン酸は、サンプル内にとどまり、疑似的に

劣化した模擬サンプルを作製することができる。 

 恒温恒湿器（㈱いすゞ製作所製、型番：BY-H）を用い

て、温度 80℃湿度 95％RH で１週間、模擬サンプルの加

速試験を行った。 

 加速試験前後の模擬サンプルを SEM-EDS及び Py-GC-MS

で分析した。 

ア SEM-EDS（写真２） 

 試料に電子線を照射すると、試料表面から二次電子・

反射電子・透過電子等が発生する。それらを検出するこ

とにより、高倍率にて表面を観察することができる。さ

らに、付属のエネルギー分散型Ⅹ線分析装置により、表

面の元素分析も可能である。 

 赤リン系難燃剤は数 µm～数百 µm の粒状であることか

ら、表面観察及び元素分析をすることで、樹脂サンプル

中の赤リンを観察することができると予想された。 

使用した分析機器及び条件を表４に示す。 
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写真２  SEM-EDS の外観 

 

表４ 使用した分析機器及び条件（SEM-EDS） 

走査型電子顕微鏡 
Miniscope® TM3030Plus 

（㈱日立ﾊｲﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ） 

エネルギー分散型Ｘ

線分析装置 

Quantax70 

（ﾌﾞﾙｶｰ･ｴｲｴｯｸｽｴｽ㈱) 

加速電圧 15 kV 

試料雰囲気 低真空 

検出系 反射電子 

倍率 1000 倍 

検出範囲 5Ｂ（ホウ素）～92Ｕ（ウラン） 

 

イ Py-GC-MS（写真３） 

 瞬間的に加熱し、試料を熱分解させ、気化した熱分解

生成物をガスクロマトグラフで分離、質量分析装置で検

出することで、高分子化合物等を分析することができる。

赤リンが昇華性を有することに着目し、この仕組みでプ

ラスチック中の赤リンを定性・定量できることが知られ

ている８）。 

 模擬サンプルから、赤リンのピークを検出することが

できると予想された。 

 使用した分析機器及び条件を表５に示す。 

 

 

写真３  Py-GC-MS の外観 

 

 

 

 

表５ 使用した分析機器及び条件（Py-GC-MS） 

ガスクロマトグラフ 
7890B GC System 

（ｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ社） 

質量分析装置 
5977A MSD 

（ｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ社） 

熱分解装置 

Curie Point Injector JCI-

55 

（日本分析工業㈱） 

カラム 

HP-1 

長さ 30 ｍ 

内径 0.25 mm、膜厚 0.25µm 

オーブン温度範囲 50℃～320℃ 

昇温速度 25℃/分 

注入口温度 250℃ 

スプリット比 20 : 1 

検出器温度（イオン源） 230℃ 

検出温度（四重極） 150℃ 

SIM条件 31、62、93、124 m/z 

キャリア―ガス ヘリウム 

熱分解条件 590℃ 15 秒（誘導加熱型） 

サンプル量 0.1 mg 

 

⑷ イオンマイグレーションによる銅の析出現象の観測 

銅線を埋め込んだ模擬サンプル（写真４）を作製した。

加速試験を行い、疑似的に劣化させた模擬サンプルに電

気を流すことで、イオンマイグレーションを誘発させ、

銅の析出現象の観測を試みた。 

通電条件を表６に示す。 

 なお、加速試験の条件は⑶と同様である。 

 

 

写真４ 銅線を埋め込んだ模擬サンプルの外観 

 

表６ 通電条件 

電圧 20 V 

電流 3.5 A 

通電時間 30 時間（10 時間×３回） 
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写真２  SEM-EDS の外観 

 

表４ 使用した分析機器及び条件（SEM-EDS） 

走査型電子顕微鏡 
Miniscope® TM3030Plus 

（㈱日立ﾊｲﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ） 

エネルギー分散型Ｘ

線分析装置 

Quantax70 

（ﾌﾞﾙｶｰ･ｴｲｴｯｸｽｴｽ㈱) 

加速電圧 15 kV 

試料雰囲気 低真空 

検出系 反射電子 

倍率 1000 倍 

検出範囲 5Ｂ（ホウ素）～92Ｕ（ウラン） 

 

イ Py-GC-MS（写真３） 

 瞬間的に加熱し、試料を熱分解させ、気化した熱分解

生成物をガスクロマトグラフで分離、質量分析装置で検

出することで、高分子化合物等を分析することができる。

赤リンが昇華性を有することに着目し、この仕組みでプ

ラスチック中の赤リンを定性・定量できることが知られ

ている８）。 

 模擬サンプルから、赤リンのピークを検出することが

できると予想された。 

 使用した分析機器及び条件を表５に示す。 

 

 

写真３  Py-GC-MS の外観 

 

 

 

 

表５ 使用した分析機器及び条件（Py-GC-MS） 

ガスクロマトグラフ 
7890B GC System 

（ｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ社） 

質量分析装置 
5977A MSD 

（ｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ社） 

熱分解装置 

Curie Point Injector JCI-

55 

（日本分析工業㈱） 

カラム 

HP-1 

長さ 30 ｍ 

内径 0.25 mm、膜厚 0.25µm 

オーブン温度範囲 50℃～320℃ 

昇温速度 25℃/分 

注入口温度 250℃ 

スプリット比 20 : 1 

検出器温度（イオン源） 230℃ 

検出温度（四重極） 150℃ 

SIM条件 31、62、93、124 m/z 

キャリア―ガス ヘリウム 

熱分解条件 590℃ 15 秒（誘導加熱型） 

サンプル量 0.1 mg 

 

⑷ イオンマイグレーションによる銅の析出現象の観測 

銅線を埋め込んだ模擬サンプル（写真４）を作製した。

加速試験を行い、疑似的に劣化させた模擬サンプルに電

気を流すことで、イオンマイグレーションを誘発させ、

銅の析出現象の観測を試みた。 

通電条件を表６に示す。 

 なお、加速試験の条件は⑶と同様である。 

 

 

写真４ 銅線を埋め込んだ模擬サンプルの外観 

 

表６ 通電条件 

電圧 20 V 

電流 3.5 A 

通電時間 30 時間（10 時間×３回） 
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４４  検検証証結結果果及及びび考考察察  

⑴ 添加剤が熱水抽出法に与える影響 

ア 結果 

各模擬サンプルの抽出時間―リン酸イオン濃度の関

係を図１に示す。 

なお、リン酸イオン濃度は、各模擬サンプル、各抽出

時間で行った３回の試験結果の平均を示す。 

各抽出液のリン酸イオン濃度は、模擬サンプルの種類

によらず、その抽出時間と正の関係、即ち、抽出時間が

長くなればリン酸イオン濃度が高くなる関係にあった。 

ただ、抽出時間が５時間までの短時間領域とそれ以降

の長時間領域に分けてみると、短時間領域と比較して長

時間領域では時間当たりのリン酸イオン濃度の増加量が

鈍化した。特に赤リン＋可塑剤の長時間領域では、ほぼ

増加していないといえる。 

また、赤リンのみと比較すると、赤リン＋可塑剤は、

短時間領域では、リン酸イオン濃度にあまり差がないが、

長時間領域では、リン酸イオン濃度の差が徐々に広がり、

抽出時間が 24 時間では約 2/3 であった。赤リン＋難燃

剤及び赤リン＋充填剤は、短時間領域、長時間領域とも

に、リン酸イオン濃度は約 1/2 であった。 

イ 考察 

 プラスチック中に赤リン以外の添加剤が配合されるこ

とで、抽出されるリン酸イオン濃度は、同等または低く

なることがわかった。 

 しかし、低くなる理由として、赤リン以外の添加剤が

赤リンの加水分解反応やリン酸イオン測定を阻害した等

が考えられるが、本検証では明らかになっていない。 

 一方で、全ての模擬サンプルにおいて、一定の濃度で

リン酸イオンを検出できたことから、熱水抽出法は、火

災鑑定に有効な分析手法であると考えられる。 

 

 

 

⑵ 火災現場で生じる損傷が熱水抽出法に与える影響 

ア 結果 

各模擬サンプルから得られた抽出液のリン酸イオン

濃度を図２に示す。 

なお、リン酸イオン濃度は、各模擬サンプルについて

３回ずつ行った試験結果の平均を示す。 

焼損サンプルは、損傷なしと比較して２倍以上高い値

であった。水損サンプルは、損傷なしと比較して 1/2 程

度であった。焼損後水損させたンプルは、損傷なしと比較

して 2/3程度であった。 

 

 

図２ 各模擬サンプルから得られた抽出液の 

リン酸イオン濃度 

 

イ 考察 

 抽出されるリン酸イオン濃度は、プラスチックが焼損

することで高くなり、水損することで低くなることがわ

かった。 

 焼損は、プラスチックが燃焼することで赤リンが縮合

リン酸に変化し、プラスチックの表面に露出することで、

抽出が容易になり、リン酸イオン濃度が高くなったと考

えられる。 

 水損は、プラスチックの表面に水が触れて赤リンやリ

ン酸が洗い流されたことで、リン酸イオン濃度が低くな

ったと考えられる。 

 焼損後水損では、焼損することで抽出が容易になるも

のの、水損で洗い流されてしまうことで、リン酸イオン

濃度は低くなったと考えられる。 

 火災の鑑定手法としての有効性を考えると、焼損では、

縮合リン酸の生成やコーティングの破壊等が起き、加水

分解反応によるリン酸の生成とは異なる要因によって、

リン酸イオン濃度が高くなる可能性があることから、焼

損している部位では熱水抽出法は適さないと考えられる。 

 一方、水損は、抽出されるリン酸イオン濃度が低くな

るが、一定の濃度でリン酸イオンを検出できていること

から、熱水抽出法は適していると考えられる。 
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図１ 抽出時間―リン酸イオン濃度の関係 
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⑶ 様々な分析機器を用いた分析手法の探索 

ア 加速試験の結果 

 加速試験前後の模擬サンプルの外観を図３に示す。 

分析を行う前に、加速試験前後の模擬サンプルの外観

を観察すると、加速試験後の模擬サンプルの表面に汗の

ような染みが見られた。 

 

  

加速試験前 加速試験後 

図３ 加速試験前後の模擬サンプルの外観 

 

イ SEM-EDS の結果 

 SEM-EDS の表面観察画像とリン元素分布を図４に示す。 

 解析画像を比較すると、加速試験後の表面はざらつい

ている印象が見られる。リン元素分布を比較すると、加

速試験前後ともにリン元素の粒が観測された。また、加

速試験後のみリン元素が模擬サンプルの表面全体に分布

している様子が観測された。 

 

 
 

加速試験前の模擬サンプルの表面 リン元素分布 

 
 

加速試験後の模擬サンプルの表面 リン元素分布 

図４  SEM-EDSの表面観察画像とリン元素分布 

 

ウ Py-GC-MS の結果 

 Py-GC-MS の分析結果（開始から 16 分後まで）を図５

に示すとともに、図中に、保持時間 4.7 分に検出された

ピークを矢印で示した。 

 分析の結果、保持時間約 4.7 分に対照試料（赤リン試

薬）及び加速試験前後からピーク（図中の矢印）が検出

された。このことから、4.7 分のピークは赤リン由来の

ピークであることがわかる。 

 また、試料から検出された樹脂由来の最大のピークで

ある保持時間約 4.2 分のピークの面積を 100として、保

持時間約 4.7 分のピークの面積を計算したところ、加速

試験前は 16.8、加速試験後は 9.1 となった。 

 

 

図５  Py-GC-MS の分析結果（開始から 16 分後まで） 

 

エ 考察 

 加水分解後の模擬サンプルの表面に見られる染みは、

赤リンが加水分解反応し、リン酸となって表面に溶出し

たものだと思われる。このことから、加速試験により、

疑似的に劣化していると考えられる。 

 SEM-EDS の結果から、赤リン系難燃剤の特徴である数

µm～数百 µm の粒が確認され、Py-GC-MS の結果から、赤

リンの存在が確認された。 

 さらに、SEM-EDS の結果から加速試験後の模擬サンプ

ルでリン元素が表面全体に分布していることから、リン

酸が表面全体に生成している状況が観測され、Py-GC-MS

から赤リン由来のピーク面積比が小さくなっていること

から、赤リンが相対的に減少しているといえる。 

 これらのことから、SEM-EDS 及び Py-GC-MSは、赤リン

自体の検出を目的とした分析を行うことができ、不良プ

ラグの火災鑑定手法として有効であると考えられる。 

⑷ イオンマイグレーションによる銅の析出現象の観測 

ア 結果 

 光学顕微鏡での観察結果を図６に示す。 

 観察の結果、銅の析出は観察されなかった。 

  
通電試験前 通電試験後 

図６ 光学顕微鏡での観察結果 

1mm 1mm 

加速試験前の模擬サンプル  

加速試験後の模擬サンプル  

対照試料（赤リン試薬）  

300µm 

300µm 

保持時間（分） 

信
号

強
度

 

１１          ２２        ３３          ４４          ５５          ６６        ７７        ８８          ９９        1100            1111          1122            1133          1144            1155          1166    

１１          ２２        ３３          ４４          ５５          ６６        ７７        ８８          ９９        1100            1111          1122            1133          1144            1155          1166    

１１          ２２        ３３          ４４          ５５          ６６        ７７        ８８          ９９        1100            1111          1122            1133          1144            1155          1166    

信
号

強
度

 
信

号
強

度
 

保持時間（分） 

保持時間（分） 

124 

イ 考察 

 イオンマイグレーションによる銅の析出現象は、電界

強度、温度、湿度等の影響を受けることから、条件を再

検討する必要があると考えられる。 

 

５５  不不良良ププララググにに対対すするる新新ししいい鑑鑑定定手手法法のの提提案案  

 不良プラグが原因と疑われる火災の鑑定について、熱

水抽出法によるリン酸イオン濃度の測定に加え、他の分

析機器を用いた手法を採用し、実用性を評価した。 

⑴ 手順フロ―チャートの作成 

 検証結果から得られた知見を基に、不良プラグが原因

と疑われる火災の新しい鑑定手法を考案し、その手法の

手順フローチャートを作成した。 

従来の鑑定手法の各分析内容の概要を表７に、新しい

鑑定手法の各分析内容の概要を表８に示すとともに、作

成した手順フローチャートを図７に示す。 

 試料の元素分析は、SEM-EDS 分析を基本とした。SEM-

EDS を用いることで、リン元素の分布状況も分析するこ

とができる。ただ、SEM-EDS は特性上、試料の表面しか

分析することができない。そのため、SEM-EDS 分析でリ

ン元素が検出されなかった場合は、エネルギー分散型蛍

光 X 線分析（XRF）を用いて分析を行う。XRFは SEM-EDS

と同様に元素分析ができる装置であるが、赤リンの粒径

程度の大きさでの分布状況は分析できない。 

  

表７ 従来の鑑定手法の各分析内容の概要 

分析手法 概要 

XRF（蛍光 X 線） 

分析 

試料の内部（表面のごく浅い部分）に

リン元素が存在するかについて分析

する。 

試料表面に付着す

るリン酸の分析 

試料表面を純水で洗い、リン酸イオ

ンが検出されるかについて分析す

る。 

 

表８ 新しい鑑定手法の各分析内容の概要 

分析手法 概要 

SEM-EDS分析 
試料の表面にリン元素が存在、また

その分布をについて分析する。 

XRF分析 

 

試料の内部（表面のごく浅い部分）に

リン元素が存在するかについて分析

する。 

※SEM-EDS 分析でリン元素が検出されな

かった場合にのみ分析する。 

Py-GC-MS 分析 
試料に赤リンが含まれているかにつ

いて分析する。 

熱水抽出法による

リン酸の分析 

熱水抽出法により試料からリン酸イ

オンが抽出されるかについて分析す

る。 

 

さらに Py-GC-MS 分析で赤リンの有無を分析し、熱水抽

出法によりリン酸の分析を行う。 

 なお、試料は未焼損部分を用い、焼損部分は使用しな

い。 

 

 

図７ 作成した手順フローチャート 

 

⑵ 実用性の評価 

令和元年度に当庁管内で発生した火災の鑑定物件を

用いて、新しい鑑定手法の実用性の評価を行った。 

⑶ 結果及び考察 

ア 結果 

 従来の鑑定手法と新しい鑑定手法での分析結果の概要

を表９に示す。 

 従来の鑑定手法からは、リン元素が含まれていること、

リン酸イオンが検出されたことがわかった。新しい鑑定

手法からは、さらに、リン元素は粒状であること、赤リ

ンが含まれていることがわかった。 

イ 考察 

 従来の鑑定手法と比較して、多くの有用な分析結果を

得ることができた。これらの結果を総合的に判断するこ

とで、不良プラグに関する出火原因判定の信ぴょう性を

向上することができたと考えられる。 
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イ 考察 

 イオンマイグレーションによる銅の析出現象は、電界

強度、温度、湿度等の影響を受けることから、条件を再

検討する必要があると考えられる。 

 

５５  不不良良ププララググにに対対すするる新新ししいい鑑鑑定定手手法法のの提提案案  

 不良プラグが原因と疑われる火災の鑑定について、熱

水抽出法によるリン酸イオン濃度の測定に加え、他の分

析機器を用いた手法を採用し、実用性を評価した。 

⑴ 手順フロ―チャートの作成 

 検証結果から得られた知見を基に、不良プラグが原因

と疑われる火災の新しい鑑定手法を考案し、その手法の

手順フローチャートを作成した。 

従来の鑑定手法の各分析内容の概要を表７に、新しい

鑑定手法の各分析内容の概要を表８に示すとともに、作

成した手順フローチャートを図７に示す。 

 試料の元素分析は、SEM-EDS 分析を基本とした。SEM-

EDS を用いることで、リン元素の分布状況も分析するこ

とができる。ただ、SEM-EDS は特性上、試料の表面しか

分析することができない。そのため、SEM-EDS 分析でリ

ン元素が検出されなかった場合は、エネルギー分散型蛍

光 X 線分析（XRF）を用いて分析を行う。XRFは SEM-EDS

と同様に元素分析ができる装置であるが、赤リンの粒径

程度の大きさでの分布状況は分析できない。 

  

表７ 従来の鑑定手法の各分析内容の概要 

分析手法 概要 

XRF（蛍光 X 線） 

分析 

試料の内部（表面のごく浅い部分）に

リン元素が存在するかについて分析

する。 

試料表面に付着す

るリン酸の分析 

試料表面を純水で洗い、リン酸イオ

ンが検出されるかについて分析す

る。 

 

表８ 新しい鑑定手法の各分析内容の概要 

分析手法 概要 

SEM-EDS分析 
試料の表面にリン元素が存在、また

その分布をについて分析する。 

XRF分析 

 

試料の内部（表面のごく浅い部分）に

リン元素が存在するかについて分析

する。 

※SEM-EDS 分析でリン元素が検出されな

かった場合にのみ分析する。 

Py-GC-MS 分析 
試料に赤リンが含まれているかにつ

いて分析する。 

熱水抽出法による

リン酸の分析 

熱水抽出法により試料からリン酸イ

オンが抽出されるかについて分析す

る。 

 

さらに Py-GC-MS 分析で赤リンの有無を分析し、熱水抽

出法によりリン酸の分析を行う。 

 なお、試料は未焼損部分を用い、焼損部分は使用しな

い。 

 

 

図７ 作成した手順フローチャート 

 

⑵ 実用性の評価 

令和元年度に当庁管内で発生した火災の鑑定物件を

用いて、新しい鑑定手法の実用性の評価を行った。 

⑶ 結果及び考察 

ア 結果 

 従来の鑑定手法と新しい鑑定手法での分析結果の概要

を表９に示す。 

 従来の鑑定手法からは、リン元素が含まれていること、

リン酸イオンが検出されたことがわかった。新しい鑑定

手法からは、さらに、リン元素は粒状であること、赤リ

ンが含まれていることがわかった。 

イ 考察 

 従来の鑑定手法と比較して、多くの有用な分析結果を

得ることができた。これらの結果を総合的に判断するこ

とで、不良プラグに関する出火原因判定の信ぴょう性を

向上することができたと考えられる。 
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表９ 従来の鑑定手法と新しい鑑定手法での 

分析結果の概要 

 従来の鑑定手法 新しい鑑定手法 

リン元素の分析 

 

リン元素が検出され

た（形状はわからな

い）。 

 

リン元素が粒状（赤

リンの特徴）で分布

していることがわか

った。 

赤リンの分析 

赤リンの有無はわか

らない。 

 

赤リンが含まれてい

ることがわかった。 

リン酸イオン

の分析 

測定値： 12.6 mg/L 

表面に付着していた

リン酸イオンが検出

された。 

測定値：29.8 mg/L 

リン酸イオンが高い

値で抽出・検出され

た。 

 

６ まとめ 

⑴ 熱水抽出法により抽出されるリン酸イオンの濃度は、

赤リン以外の添加剤の影響で低くなることがある。また、

プラスチックが焼損することで高くなり、水損すること

で低くなる。 

⑵ 熱水抽出法、SEM-EDS及び Py-GC-MS は不良プラグが

原因と疑われる火災の鑑定手法として有効である。ただ

し、熱水抽出法は、焼損部分を避けて未焼損部分で分析を

する必要がある。 

⑶ 不良プラグが原因と疑われる火災の鑑定について、

手順フローチャートを作成し、火災の鑑定物件を用いて、

作成したフローチャートの評価を行った結果、一定の有

効性を明らかにした。 

⑷ イオンマイグレーションによる銅の析出現象の観測

を試みたが、観測することができなかった。今後の課題

として、観測するための条件を再検討する必要がある。 

 

７ おわりに 

本検証により、火災鑑定における熱水抽出法の有効性を

明らかにした。また、熱水抽出法に加え、赤リン自体を分

析する手法を追加した火災鑑定の手順フローチャートを

考案し、一定の有効性を明らかにした。本検証で得られた

これらの知見は、今後の火災原因の究明の一助になるも

のと考える。 

 

８ 謝辞 

 本検証の実施にあたり、横浜国立大学大学院教授の大

谷英雄先生より多くの貴重な知見を賜りました。ここに

感謝の意を表します。 

 

[参考文献] 

1) 片岡孝浩：プラスチックの難燃化手法と難燃剤によるトラ

ブル事例について、製品評価技術基盤機構、2014 

2) 盛本さやかほか２名：樹脂中のリン系難燃剤の簡易分析手

法、東芝レビューVol.73 No.1、pp.49-53、2018 

3) (地独)大阪市立工業研究所プラスチック読本編集委員会、

プラスチック技術協会：プラスチック読本、株式会社プラスチ

ック・エース、2009 

4) 遠藤昭定ほか１名：改訂新版・プラスチック配合剤―基礎

と応用、株式会社大成社、1996 

5) 日本化学工業株式会社：ヒシガード（赤リン系難燃剤）、日

本化学工業株式会社、CREATIVE No.2、pp.90-93、2001 

6) 燐化学工業株式会社：赤リン系難燃剤の特徴、燐化学工業

株式会社、http://www.rinka.co.jp/products/flame-retardan 

t/advantage.html、(参照 2020-3-26) 

7) 株式会社共立理化学研究所：デジタルパックテスト、株式

会社共立理化学研究所 https://kyoritsu-lab.co.jp/seihin/l 

ist/dpm2/index.html、(参照 2020-3-26) 

8) 飯田益大ほか２名：熱分解ガスクロマトグラフ質量分析法

による樹脂中の赤リン分析技術の開発、SEIテクニカルレビュ

ー・第 172号、pp.30-33、2008 

 



不燃ワールド　第8号 25

特 別 寄 稿

高層建築における 
外壁の壊滅的火災

UL LLC
ビルト・エンバイロメント部門
テクニカルディレクター

ドウェイン・E・スローン

　高層建築の外壁が関係する大火災がきっかけ

となり、建物外装の急速な延焼拡大をくい止め

る最善の方法について、議論が活発化していま

す。これらの火災は世界的な課題であり、解決

策を見出すことが急務となっています。

FEATURE STORY

　近年発生した高層建築の外壁火災をきっかけ

に、多種多様な建築材料で覆われた外壁の急速

な延焼拡大をくい止める方法について、様々な

意見が交わされ、議論が活発化してきました。

本稿では、外壁の燃焼性の課題について理解を

深め、解決に向けて前進するために、以下に示

す取り組みについてご紹介します。

・この種の火災に関連した建物構造に影響を

及ぼす要因の考察

・外壁の評価に適していると誤解されること

がある特定の火災試験に関する知見の提供

・特定の地域・規格・規制に対応した試験を

選択することの重要性の検討

　本稿では、要求された試験方法に適合してい

る外壁アセンブリを特定するために活用いただ

けるULの第三者認証アプローチについてもご

紹介します。これらの情報は今後、同種の外壁

火災の予防に役立つことが期待されます。

　2019 年 10 月に、待望の『グレンフェルタ

ワーに関する調査：フェーズ1報告書』が発表

されました。この調査は公開調査であり、2017

年 6月14日に発生したグレンフェルタワー火

災を取り巻く状況を独立した立場から調査して

います。グレンフェルタワーはロンドンのノー

スケンジントン地区にある24階建ての集合住

宅で、調査報告書によると火災は4階で発生し、

建物外壁へと広がりました。火はあっという間

に建物外壁を伝って上方に燃え広がり、最終的

にこの火災で72名の方が亡くなりました。グ

レンフェルタワーに関する調査報告書（https://

www.grenfelltowerinquiry.org.uk/phase-1-

report）はこちらをご覧ください。

建物構造に関する考慮事項

　現在の外壁構造に影響を与えている要因はい

くつかあります。第一に、今日の建築はペース

が速く低コストで施工しやすい設計が求められ

ています。これに対応するため、市場には常に

新しい材料が導入されています。新製品と既存

製品との組み合わせにより、設計者や施工者に

とって、外壁コンポーネントの選択肢はさらに
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広がります。選択した組み合わせが完全なアセ

ンブリとして使用に適しているかどうかを判断

するには、材料の組み合わせ、および施工方法

を適切に評価する必要があります。火災試験で

は、必ずしも個々の材料を試験しただけでは、

複数の材料を組み合わせて外壁システムを構成

した場合の防火性能を高い信頼性で判断ができ

ないことが実証されています。防火性能の正確

な評価を行うには、完全なアセンブリを対象と

した火災試験を行うことが求められます。

　もう一つの課題は、熱性能、気密性、透過

性、透水性など、建物エンベロープの性能に対

する関心が高まっていることです。地域によっ

ては、コードや規制によってこのことを推進し

ています。その結果、より高い熱性能を持つ断

熱製品が登場し、エアバリア材や防湿材が多用

されるようになりました。つまり、これらの新

しい壁構造にも試験を行い、完全なユニットと

して外壁の耐火要件に適合しているかどうかを

評価することが要求されます。

　このほかの建築構造の要因として、見た目は

美しいものの、火災安全のコードや規制に準拠

していることが証明されていない外装化粧材の

使用が増加していることが挙げられます。特に

グレンフェルタワーの悲劇が起きて以来、非難

燃性の金属複合パネル構造に関連した課題に世

界中から強い関心が寄せられています。この構

造は汎用性が高く美観にも優れていますが、外

壁火災試験において規格や規制の要件に適合す

る性能を有していないケースも多々見受けられ

ます。

火災安全への包括的アプローチ

　建築専門家、防火エキスパート、設計専門家

の多くは、建物内で防火に対する包括的なアプ

ローチを取ることが、最善の方法であると認識

しています。これには、燃焼挙動性能（延焼を

遅らせること）について評価済みの材料を選定

することや、検知・警報、消火・区画化につい

て検討することが含まれます。しかし、外壁火

災において、どの火災試験または防火対策を適

用すべきかについては、必ずしも明確に理解さ

れているわけではありません。

　例えば、建物内部にスプリンクラーで対策が

施されている場合には、外壁の試験要件を緩和

することを検討している地域もあります。ここ

で理解しておきたいのは、出火元が建物外でそ

こから発生した外壁火災の場合、建物内部のス

プリンクラーシステムは建物の外面を保護する

ように設計されていないため、スプリンクラー

があったとしても、建物に火災や煙による深刻

な被害が発生する可能性があるということで

す。

適切な火災試験の選択

　もう一つ正しく理解しておきたいことは、

UL 263（Standard for Fire Tests of Building 

Construction and Materials（ASTM E 119））

に基づく大規模な火災試験は、耐火等級を定め

る評価において適用されますが、外壁アセンブ

リの火災成長の検証には不足があるという点で

す。この試験方法は、（壁もしくは水平アセン

ブリ、またはその両方を利用した）建物の区画

間における延焼拡大の抑制、あるいは梁・柱な

どスチール製部材の保護に用いられる建物アセ

ンブリの評価に有用です。しかし、グレンフェ

ルタワーや以下に挙げる近年発生した高層火災

などの重要な要因となった、外壁アセンブリの

外側への延焼を評価することを目的としたもの

ではありません。
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・Monte Carlo Hotel, Las Vegas Nevada – 

2008

・Mermoz Tower, France – 2012

・Lacrosse Building, Melbourne Australia – 

2014

・Torch Tower, Dubai UAE – 2015

・Address Downtown Hotel, Dubai UAE – 

2015

・Grenfell Tower, London England – 2017

・Torch Tower, Dubai UAE – 2017

NFPA 285高層建築物の火災試験などの各試験

は、外壁システムの性能評価に特化して制定さ

れています。これらの試験では、外壁システム

における、建物内部の火災が外壁システム外側

を伝って飛躍することを防ぐ性能を評価しま

す。

世界各地の外壁試験の考察
試験で外壁アセンブリおよびパネルの火災伝

播特性を測定

　最も代表的な試験を確立することの重要性へ

の認識から、世界には外壁試験の方法論に焦点

を合わせた多様な規格グループがあります。幸

いにも、外壁の難燃性の問題には真剣な取り組

みがなされており、多くの管轄当局でコードお

よび性能基準が更新または新設されています。

ここでの課題は、国や地域によって異なる試験

方法が実践されており、スコープがまったく同

じではない場合や、同じ結果が得られない可能

性があることです。製品やシステムが外壁構造

の使用に適していることを確認するためには、

製品やシステムの評価に用いられている方法を

正しく理解することが重要です。

　ここにあげる大規模な外壁耐火試験の主だっ

た方法は、その多くがすでにコードおよび規制

に組み込まれています。例えば、国際建築基準

（IBC）およびNFPA 5000では、Type I、II、

III、IVの高さ40フィート（約12メートル）

以上の建物および外壁に発泡プラスチックを採

用した建物について、NFPA 285を参照してい

ます。表1は、試験方法の一部およびそれらが

一般的に実施されている国を示しています。開

発中の方法もあることから、この表1はすべて

の試験方法を網羅したものではありません。

表1 – 外壁の試験方法
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認証のアプローチ

　かつては、不燃性材料を使用する壁システム

の承認には、建築基準法の要件や、各コンポー

ネントの試験報告書、エンジニアリング解析、

メーカーの取扱説明書など、かなり複雑なレ

ビューが必要とされてきました。可燃性断熱

材、可燃性防水材、外装化粧材の需要増加や利

用範囲の拡大により、高層建築における壊滅的

な外壁火災が複数発生していることから、防火

には、壁アセンブリシステムの確固たる防火試

験と認証プログラムが要求されており、設置さ

れたシステムが最新のコード規則や規格に準拠

していることが求められます。

　『グレンフェルタワーに関する調査：フェー

ズ1報告書』には、以下の記述があります。

「建物の外壁に可燃性レインスクリーン・ク

ラッドパネルや断熱材が広く使用されているこ

とや、外壁に新しい種類の建材が導入されたこ

とで、同様の火災のリスクが増大した可能性が

ありますが、火災の安全性に関する規制の改

善、およびフェーズ2で特に注目される材料の

試験と認証の要件により、将来的にはそのリス

クを軽減することができるはずです」

　ULでは、レビュープロセスを簡素化し、

NFPA 285への適合性を達成するための認証ア

プローチを展開し、壁システム全体の設計図や

システムの一部として各コンポーネントがどの

ように評価されているかを示す公開データベー

スを提供しています。

　このアプローチは、規格への適合性を判断す

る最新の方法が無償で使いやすく提供されてお

り、メーカー・建築家・設計者・規格担当者の

皆様のニーズに対応しています。UL Online 

Product iQ Certificationに表示される設計図は

規格に準拠したアセンブリの正確な詳細が反映

されており、設計者・防火のエキスパート・管

轄当局の皆様にいつでもご利用いただけるオン

ラインリソースです。

　ULにて外壁システムのNFPA 285認証を取

得するには、メーカーの取扱説明書に記載され

ているとおりの構造詳細を使用して試験を行う

必要があります。システムが規格要件に準拠し

ている場合、外壁システムの図面および重要構

造部品の説明がUL認証情報に記載されます。

試験を行ったシステムに使用された各重要部品

も個別に識別され、ULマークが付与されます。

認証を取得したすべての壁システムおよびコン

ポーネントは、現在Product iQTMのオンライ

ンデータベースで公開されており、

　Exterior Wall Systems （FWFO）、Exterior 

Wall System Components（FWFX）のカテゴ

リーに分類されています。Product iQで公開

されている壁システムのコンポーネントには、

様々なタイプの断熱製品（発泡プラスチックな

ど）、防水材、エアバリア材、ラミネート材、

被覆材、複合パネルなどがあります。

FWFO – Exterior Wall Systems
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アウトリーチ活動

　ULはこの程、国際消防士協会（IAFF）と

連携し、デモンストレーション・トレーニング

の新作動画を制作しました。動画は本稿にあげ

た火災事象に関連する燃焼挙動について、消防

士の教育をサポートし、NFPA 285の試験方法

を分かりやすく伝えるものとなっています。動

画はIAFF – UL Video Exterior Walls （https://

www.youtube.com/watch?v=vJE28Z-R9Eo&li

st=PLid8i4Cga6mBXiLlqE6c4YXYq193PiF8W

&index=8）よりご覧ください。

　外壁での急速な延焼拡大に関する課題は、引

き続き世界中で注目されています。ULでは影

響を及ぼす要因の理解に努め、これらのアセン

ブリを評価するのに適切な試験方法および認証

アプローチの把握にも注力します。これによ

り、皆様の火災安全のレベル向上につながるソ

リューションの提案へと前進できるものと確信

しています。

　外壁アセンブリの火災試験についてさらに情

報をご希望の方は、コード・アンド・レギュラ

トリー・サービスチーム（ULRegulatoryServices@

ul.com）までご連絡ください。
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なんで燃えないの？
~不燃木材Q&A

防災不燃木材連絡協議会
事務局

杉山 和正

Q 本当に燃えない木って有るのですか？

A 燃えない状態とは「炎が立たないこと」

をいいます。難燃薬剤で処理した木材

は、火元があっても炎が出ないため、表面が焦

げて黒く炭化しても燃えない木であると言って

も差し支えないと思います。炎が発生しないの

で延焼を防止します。

Q 燃えない木ってどうやって作られるの？

A 木板に難燃薬剤を注入した後、乾燥させ

ます。一般的には加圧注入法で、大きな

加圧タンクに木板と薬液を入れ、高圧をかけて

木板の内部まで薬液を浸透させる事により作ら

れます。

Q 不燃木材とは何ですか？

A 政令で定める防火材料のうち、不燃性能

を満たし、国土交通大臣が認定した難燃

薬剤処理木質材料の事です。一般的にはリン酸

塩やホウ酸塩の水溶液を加圧注入して乾燥させ

た木板のことを言い、主に建物の内装制限によ

り必要とされる場所に使用されます。

Q 白華はどうして起こるのですか？

A 一般的に難燃薬剤には潮解性があり、雨

に当たらない屋内でも夏場などの高温高

湿の環境では空気中の湿気を集めて木材表面が

水で濡れた状態になります。難燃薬剤がその水

に溶け出し、再び表面が乾燥したときに白い固

まりとなって残り、これを白華現象と呼びます。

Q どこで使われていますか？（不燃木材っ

てどこに行けば見る事が出来ますか？）

　どんな所に使うのですか？

A 主に公共建築物や大型集合住宅、病院、

介護施設、保育施設等の不特定多数の人

が使用する建物のインテリア壁面や天井部に使

用されています。

Q 燃えない木を使う必要性は何でしょう

か？

A 一般的には、内装制限により防火材料の

使用が義務づけられた建物内部の壁や天

井に木材を現（あらわ）しで使用したい場合に、

不燃や準不燃、難燃の基準を満たした難燃薬剤

処理木材を使用することになります。

　内装制限が無い場合でも、燃え難い木材を使

用することで、未処理の木材を使用する場合に

比べて火災に強く、より安全な建物になります。

Q 燃えない木のメリットとデメリットを教

えて下さい。

A メリット：内装制限箇所での「無垢の木

材」の使用が可能、防火安全性の向上、

木材使用量の増加により地球温暖化防止に寄与

する、等。

　デメリット：高価、白華問題、重量増加、断

熱性の低下等
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Q どこで買えるの？（値段は？）

A 不燃木材業者から購入できウエブで検索

出来ます。不燃木材の価格は無垢羽目板

で 1 m2 17,000 円～43,000 円程度となっていま

す。塗装の有無によっても価格は変わります。

Q 燃えなくさせる事が出来るのは木の他に

何が有りますか？

A 紙、段ボール、天然素材の布、等の多孔

質の有機質素材は薬剤を浸透させること

によって燃えなくさせることができます。
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特 別 寄 稿

不燃木材の防火材料 
としての経緯と（一社） 
都市防災不燃化協会の 
役割

一般社団法人都市防災不燃化協会理事　

エコシスLOBBYかなざわ代表　真柄 幸男

「内装材の防火性能」不燃木材への�
課題
1．内装材の防火性能への経緯

　建築物の火災安全性は建築基準法に有る様に

生命と財産を護る事に始めます。また健康を護

る事も明記されています。昭和25年の建築基

準法に都市建築の不燃化の促進が法律に盛り込

まれる前年に、法隆寺金堂火災が発生し日本最

古の壁画が焼損しました。

　昭和26年には官庁営繕法により防耐火庁舎

の構造等で義務づけられた、このころから急激

に建物はコンクリートと鉄が主流になり、都市

での災害の対策がなされました。内装制限も随

時追加をされ、難燃化を図る方法での難燃薬剤

の開発も進められました。

　昭和40年代には水上温泉菊富士ホテル火災

や千日前ビル火災など重大火災が頻発してビル

火災における内装材からなどの発煙がクローズ

アップされました。このことから建築基準法上

内装制限の内装不燃材として耐火性能の評価基

準として昭和45年に不燃材料、昭和51年に準

不燃・難燃材料が使われるようになります。ま

た消防法の中では防火性能の基準をみたした防

炎物品としてカーテンなどがあります。平成2

年の長崎屋尼崎店火災ではインテリア売り場の

カーテンが炎上して、有毒ガスを含む濃煙が発

生して多くの死者をだしました。防炎物品の普

及が望まれる話です。

　どちらも内装材としての役割は火災時に火が

広がる前に避難が出来る事が重視されている。

　一方で木のくに日本としての木材の活用も再

図 1
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度見直しがあり、平成22年に「公共建築物等

における木材の利用の促進に関する法律」が公

布されて木材活用の関心も急激に進み始めた。

当然内装木質化も重要になってきています。

　室内で木をより多く使用するための規程も緩

和措置などが、平成12年から随時出てきてい

ます。

　とはいえ木材の火災は大きな被害をもたらし

ます。

　平成28年の糸魚川の火災や平成31年の首里

城火災は記憶に新しく、これだけ法整備や消防

体制が出来ていてもまだまだ考えさせられる事

が多いです。（図1）

2．内装不燃化の技術

　不燃化の技術は木材から鉄・コンクリートに

移り、その後も内装材としては化学製品へと移

行していきました。自己消化性が求められて塩

ビ樹脂が多様化されてダイオキシン問題があ

り、一時期脱塩ビの動きもヨーロッパから入っ

てきていました。

　難燃薬剤も研究が進んでいますが、難燃性能

が劣化しない事が重要です。各種耐久性能等で

の経済性が重視された開発薬剤が使われており

ました。公害問題とも重なって、最近は環境や

健康への有害性も重要な要求項目となり、使わ

れる難燃剤も限定されてきています。

　昭和14年には「耐火木材規格」が公布され

て、木材の耐火に関しても日本としては関心の

高いものです。しかしいろいろの条件が重なり

技術的に国としては難しいと止まってしまいま

した。そこに平成13年には現在基準で木材と

して初めて、不燃材料の性能を満たし、認定を

取得する会社も出てきた。不燃木材と言う言葉

が出てくるきっかけになりました。（図2）

　平成19年に某社による耐火構造等に係る性

能評価試験の不正が判明してからは、耐火性能

に関しては大変厳しくなりました。社会資本整

備審議会で「防耐火認定の不適切の再発防止

策」がつくられ、それに関連して平成22年に

国交省による不燃木材の抜き打ち検査があり、

図 2
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10社の内9社が不適合製品であるとの事件は

木材活用を進めるには衝撃的ニュースでした。

　木材の不燃化技術の難しさを改めて問われる

話です。平成19年から平成26年まで木材の不

燃材料の認可は1件もされることがありません

でした。

　ものづくりは経済性だけでは無い、社会的使

命を認識して作る事が日本人の心です。

　認定番号取得は仕様認定であるので品質管理

は企業任せになっております。

　如何に仕様内容の把握をして確認しているか

を、平成27年施行の建築基準法では、仕様違

いの認定建築材料に関しての罰則規定が厳しく

なりました。

　特に不燃木材の品質管理に関しては今まさに

業界基準を作る動きを「防災不燃木材連絡協議

会」でなされております。

　それに先立ち一般社団法人都市防災不燃化協

会では不燃木材の品質確認がなされているかの

第三者機関のチェック機能として平成27年に

「推奨不燃木材認証」制度をスタートしており

ます。（図3）

　安心をして内装制限の必要な個所に木材を活

用できるようにする仕組みが必要になってきて

います。

図 3
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3．内装・インテリアの防火

　「建築基準法」や「消防法」を読み直してみ

ると、その建築基準法1条（目的）には「国民

の生命、健康及び財産の保護を図り、もって公

共の福祉の増進に資することを目的とする」と

あります。消防法も同様な記述があります。

　最近の火災では建物の窓から炎が噴き出てい

る光景をニュースでよく見ます。

　建築基準法上も消防法上もクリアはしている

物件と推測されます。

　この事からも内装・インテリアの防火の問題

は議論されるべき時期に来ていると考えられま

す。

　建築基準法や消防法の現状の規制では、そこ

に居住する個人に対しては先ほどの第1条に書

かれている目的まではなかなか叶わないように

思われます。

　これからは国の規制だけでは無く、民間レベ

ルでの基準も考えなければならない事かもしれ

ません。

　インテリアには多くの素材が使われます。そ

の素材や商品の防火性に関して、今後はトータ

ルで考える必要が出てくるかと思います。

　火災時の避難時間を稼ぐ事は重要です。その

時間を延ばすのか、むしろ避難をする必要も無

いように可燃物を減らすかになります。

　今後大震災が起きた時に避難がスムーズに行

くのか、むしろ室内にいる方が安全なのかなど

の議論も重要になってきます。

　それにはインテリアの各素材の防炎性能を利

用者が理解できるような仕組み作りが必要です。

　一般社団法人都市防災不燃化協会では内装・

インテリア材の防火性能の評価と認証を進めて

おります。

4．これからのインテリア

　建築基準法と消防法の遵守は当然ですが、そ

れだけで良いかは協会としても議論をして頂き

たい課題です。避難路や避難訓練などの強化は

元より、安心安全な居室空間である事が、判断

できるようになれば良いのでは無いでしょう

か？

　現状理解出来る事として、防火ドア内での安

全性は法的遵守のみでは、エコホテルもスイー

トルームも同じであると考えられます。むしろ

室内出火の場合スイートルームの方が、可燃物

量を考えると危険性が高いとも想定出来ます。

スプリンクラーのエラーが無ければ大丈夫なの

かもしれませんが、やはり設備劣化とヒューマ

ンエラーは常に想定に入れておく必要があるか

と思います。

　一般社団都市防災不燃化協会の菅原進一先生

が委員長の「品質マネージメント統括委員会」

の分科会「内装・インテリア研究会」において

直井英雄先生を中心に、世界の防火基準の確認

からスタートをして、いま日本の防火基準で過

不足の部分が何かを調べております。特に煙・

ガスの項目については建築は避難が中心である

為か、車両や船舶航空機から比べると基準が曖

昧です。

　それらの課題から、特にこれから木材の活用

が増えた時、木製間仕切りや棚などはどのよう

な基準が必要になるかなどをまとめております。

　化学樹脂系は自己消化性等に優れています

が、可燃状態が止められなければ煙・ガスが多

く発生します。木材は発火すれば多くの煙と

CO2 を出して熱量も多く火災を拡大する要因に

もなります。

　インテリア材の防火の基準はまだまだ足りて

いないところの判断基準をまとめて行こうと考

えております。

　基準をベースに協会での推奨認証の枠組みが

出来る事になると思います。消費者の判断が出
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来る基準づくりです。

　木材には節があります。節には難燃処理薬剤

の含浸が極めて難しいです。そのため現状では

節がある材料は不燃・準不燃での認定はされて

おりません。

　居室で使用され場合に1m2 に節が数個あっ

たとして、火災との関係はまだ判断できており

ません。そのため節のある木材は内装制限のあ

るところでは使用出来ません。

　このように、インテリア材の防火性能に判断

基準を増やしていく事で、インテリア空間の安

全性のランクやレベルを消費者に提示出来る事

が望まれます。

　インテリア業界の安全基準を業界としても作

り上げる。法律が最低基準としてそれ以上の機

能・システムを業界から提供するそのような新

しい時代が始まっています。

5．不燃木材の標準化に向けての動く

　平成28年頃から、不燃木材における規格化・

標準化への胎動が農林水産省（林野庁）、経済

産業省、農林水産省で始まり、これまでにAQ

認証の新しい記号の追加。そして令和元年初

夏、令和2年春に二つのJISが公示されました。

（図4）

　二つのJISの弟分は、「薬剤処理方法のJIS」

です。平成29年度と平成30年度の2か年での

図 4
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JIS開発の委託事業が行われました。

　これは、産業標準化法に基づき，高機能JIS

等整備事業「安全・安心な社会形成等に資する

JIS開発－木質材料の難燃薬剤処理方法に関す

るJIS開発－」として日本産業標準調査会の審

議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規

格です。ちょっと前までは日本工業規格という

呼称でしたがJIS法改正によって、広く生活に

関わる商品・サービスが範疇になった新時代の

国際戦略を射程に入れた「JIS」です。業界の

有識者の皆様の議論の末に、平成31年度3月

に公示されました。

　弟分を先に説明してしまいましたが、二つの

JISの兄貴分にあたるのは「外装促進劣化試験

法JIS」です。このJISは、平成30年度JIS A 

1310建築ファサードの燃えひろがり試験方法

をうけて、難燃薬剤処理木質材料が外装で使わ

れる際の燃え広がりの試験をする場面で、促進

劣化試験方法を定めておく必要があろうだろう

ということでJIS開発となりました。公益社団

法人日本木材保存協会（JWPA）及び一般財団

法人日本規格協会（JSA）から工業標準原案を

具して日本工業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本工業標準調査会の審議を経て，国土交

通大臣が制定した日本工業規格（公示後は日本

産業規格に変更）です。こちらは令和元年6月

に公示されましたので兄貴分になります。

　参考に両JISの適用範囲は転載しておきます。

詳細はJIS閲覧ホームページでPDF閲覧を無料

でされるかJIS規格冊子（誌面若しくはダウン

ロード可能なPDF）を有償購入して頂きたく

存じます。

6．不燃木材に求められること

一般社団法人都市防災不燃化協会としては、改

めて不燃木材の普及に関しての議論（つまりは

JISによって埋まった外壕からどうやって内濠

を埋めていくのか？が頻繁になりました。特に

東京都からは、具体的にブロック塀を木材主体

の木塀に切り替える施策の中心的なマテリアル

として、不燃木材を使用するためのロジカルな

性能評価や商品のメンテナンス・リペア・リプ

レイスメントなどの判断基準等の確認もありま

した。

　不燃木材業界が拠り所にする“基準”は国土

交通省の大臣認定番号における通過できた仕様

群であり、それを満たす製品が建築基準法にお

ける内装制限に準じて使用が義務づけられてい

る箇所に使える事のみの回答しか持ち合わせて

いませんでした。ビッグチャンスのはずが問題

点の再確認をさせられました。

　市場が求める事の答えを出せる不燃木材の勾

配判定基準。JISの公示はきっかけに充分たる

ものかと。当協会として、本来の不燃木材に求

められている社会的役割に答えを出すために、

内装だけではなく外装も対象としての研究及び

規格検討の委員会を立ち上げることを解決への

端緒にしていこうとなりました。

7．不燃木材外装委員会の設立にむけて

　2019年11月に日本大学生産工学部建築工学

科永井香織准教授を座長として「品質マネージ

メント統括委員会（菅原進一委員長）」の下部

委員会として「不燃木材外装委員会」を立ち上

げました。これは国際標準化を実装するための

薬剤処理木材マテリアル規格化を策定すること

を念頭にの始動です。「品質マネージメント統

括委員会」の既存の下部委員会「内装インテリ

ア研究委員会（直井委員長）とも連携の上、

テーマによっての深堀をしながら進めて行きま

す。

　紙幅も残り少なくなりましたので、外装委員

会設立趣意書の前書き部分を抜粋転載して筆を

置きます。読者の皆様におかれましてはぜひと
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も、協会や周辺の有識者の方々の弛まない議論

に対して、時には厳しくそして時には温かく見

守って頂ければ幸甚です。

―�外装使用薬剤処理木材規格適用委員会（略

称：外装委員会）の設立趣意書前書き

（前略）マテリアル（材料群）をセグメント

として明確化して、木材マーケットの拡大や

関連産業の興隆を呼び起こし、難燃薬剤処理

木質材料は独立したマテリアル（材料群）と

しては確立を目的とします。官公庁を主体に

した木材の利活用を推進する政策立案と利用

促進の法制化によって、マーケットサイズ

も、拡大傾向にはあります。ただし個別の認

定製品となるため、利用者側（設計・施工を

含む利用・供用する消費者セグメント）の、

商材に関する期待値の盲信と不安が個別対応

型になっています。また大臣認定の性格上、

許認可側のスタンスは、“認定製品の使用に

あたっては仕様を満たしているかどうかの確

認は使用者側の責務”とするとなっており、

例えば前記の問題が発生した場合には、その

対応は使用者が問題解決の検討と再発防止の

措置をしなければならない状況となっており

ます。経済産業省においては、今回のJIS開

発を行う事で規格化・標準化を進める算段を

おこなっているが、就中、木材や木質材料

は、第一義的に農林水産省管掌のJASに連

関する素材であるため、経済産業省として

は、製品としての規格化・標準化までを範疇

にならなかったこともあります。二つのJIS

規格に並行して、林野庁も委託事業として

「AQ認定」の制定による難燃薬剤処理木材

の品質管理方法の確立を進めましたが、対象

が個別認定品だったこともあり、結果マテリ

アル（材料群）としての品質管理手法の体系

化までには至っていないこともあります。材

料の製造・加工側（メーカー）においては、

現状認定品としての顕在化した問題点をモグ

ラ叩きに対応することに始終し、ある意味問

題点の解決を先延ばししたまま、内憂外患を

引きずったままでいたように思えます。せっ

かくの木材利活用の追い風によって拡大する

市場に対して、真摯に向き合い、切磋琢磨

し、マテリアル（材料群）のクオリティ議論

を活性化することが委員会の目的でもありま

す。この委員会においては、難燃薬剤処理木

質材料の市場において、製造・加工側と使用

者側が連携して、マテリアル（材料群）の確

立と金員対価性をも考慮した、双方が信頼し

て、本来の機能と効果を世の中に提供できる 

 ~使ってもらえるための~　仕様、規格、基

準を実証実験を行うワーキングチームによっ

て、実大試作やデータを基に行うことをスト

ラテジーとしていきます。

※参考文献　寄稿文引用　

　週刊ホテルレストラン2017. 2. 24　

　観光施設メディアラボ第22回　記載

　東京建築　2020年7月号　うごき　記載
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特 別 寄 稿

木材の利活用に向けて
川崎市木材利用促進フォーラムの 
取組より

一般社団法人CSV開発機構 事務局長

石井　玲子

川崎市の国産木材の利用促進に�
向けた取組

　川崎市では、平成22年10月に公共建築物等

における木材利用の促進に関する法律が施行さ

れ、平成25年度から木材利用に向けた検討を開

始しました。川崎市の木材利用に関する基本的

な考えとして、①公共建築物への木材利用促進、

②民間建築物への木材利用促進、③地方創生に

向けた連携の3つを柱とし、木の良さを知って

もらう普及啓発活動とあわせて取組を進めてい

ます （図1） 。

　令和元年の森林環境譲与税に関する法律の成

立や川崎市のSDGs未来都市への選定、令和2年

に脱炭素戦略を策定するなど、木材利用を取り

巻く環境はますます活性化しており、川崎市の

取組も少しずつ拡大してきています。

　その取組の一つとして最も特徴的なものが、

平成27年10月に設置された、川崎市木材利用

促進フォーラムです（図2）。本フォーラムは、

木材利用に関する有識者や公共団体、民間企業

で構成され、民間建築物の木材利用に関する技

術ノウハウの向上や情報共有、木育等の取組を

通じて 、国産木材の利用促進を図っています。

　当機構では、川崎市の令和2年度川崎市木材

利用促進業務にかかる取組の委託をうけ、本

フォーラムの事務局運営を行い、会員間の連携

やマッチング、情報共有の機会創出に加えて、

フォーラム会員連携による様々な取組の立ち上

げおよび運営支援を行っています。

　フォーラム内には、有識者や公益団体から構

成される運営委員会、林野庁、国交省や行政団

体がアドバイザー・オブザーバーとして参加し

ています。近年は行政団体の参画が増えてきた

ため、新たに行政部会が昨年11月に設置されま

した。行政部会は、現在は課題や情報の共有を

主たる目的として活動していますが、将来的に

は林産地と消費地の自治体連携による木材利用

への取組なども期待されます。

図1　本市の木材利用に関する基本的な考え方
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　そして、図2に点線で示す5つの部会が作業

部会で、現在（令和3年3月時点）市内事業者

を中心に多岐にわたる121の民間事業者・団体

に会員として参画いただいています。年数回、

作業部会会員が一堂に介し、緩やかに意見交換

を交わしながら、各分野が有する課題の共有や

会員間連携による解決策の可能性検討など図っ

ています。このなかから会員発意の提案がプロ

ジェクトチームとして始動するなど、木材利用

促進に向けた様々なアプローチの取組が活発化

しはじめています。

　昨年度内に、会員発意の提案があり、今年度

より本格始動する民間建築物への木材利用促進

に関する取組「川崎市木材活用企画ワーキング」

について簡単にご紹介いたします。

民間建築物への木造木質化に向けて

　昨今では、SDGsへの対応や環境、社会、企

業統治への取組を評価するESG投資など、環境

や社会に対してどのような貢献をしているかで

企業価値が判断される時代となりました。企業

が戦略として持続可能な木材利用を行うことで

企業価値の向上が期待されると考えられます。

　しかしながら、前年度のフォーラムの取組の

中で一部の市内事業者にアンケート調査を行っ

たところ、「所有施設やその一部を木造木質化

（木製什器を導入すること）が、持続可能な取組

に資する」ことを認識していない事業者が少な

くないということがわかりました。

　さらに、改築・改修を実施済の事業者からは、

木造木質化に対する耐火性や耐震性やコストへ

の不安から、木材利用は検討の俎上にも上がら

なかったという意見も多数見受けられました。

　一方で、建物の老朽化などから今後改築・改

修を行う予定がある事業者は複数いることがわ

かり、市内全体で考えると、今後潜在的な木造

木質化が可能な非住宅は多く存在することが明

らかになりました。

　そうした背景の中、会員より、フォーラムと

して市内事業者に対して「木造・木質化による

価値（意義やメリット）」を普及する一つの手立

てとして、会員連携による木材を活用できるプ

ロジェクトの企画・提案を行い、川崎市内に「市

民のための先進的で価値のある木造・木質化事

例」を多数実現できないか、といった提案をい

ただきました。そこで、民間建築物を対象とし

た木材活用企画ワーキングとして昨年度末に新

たに活動を始めることとなりました。

　このワーキングには、建築設計、オフィス空

間や什器の設計施工、資材流通・加工、マンショ

ン設計、不動産仲介、NPOなど「木材利用」に

図2　川崎市木材利用促進フォーラム
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関わる多岐にわたる事業を展開する14の民間企

業・団体の会員に参加いただいています。まず

は、各々の事業を通じた特に民間事業者・民間

施設への木質化にかかる意見や提案を共有し、

具体的なターゲットや、企画内容の方向性など

について検討を始めたところです。

　今後はグループに分かれて市内事業者へのヒ

アリングを行い、事業者向けのコンセプト、イ

メージスケッチ、図面等の企画プレゼンテーショ

ン資料を作成、事業者に向けて発信していくこ

とをワーキング内で検討しています。

　こうした取り組みにより、将来的に市内民間

事業者が所有するあらゆる施設、例えば保育園

や病院、ショールーム、団地などの木造木質化

が進み、それらを目にし、利用する市民の木に

対する関心や意識の醸成にもつながる新たな取

組への展開も期待しています。

　なお、川崎市では、令和元年から川崎市木材

利用促進事業補助制度を開始し、市内に木材利

用施設を増やし、市民に木の良さを伝えること

を目的に、多くの市民が利用する施設の木質化

にかかる費用の一部を支援しています。

　現在補助の対象施設は、不特定多数が利用す

る施設で、駅や病院、商業施設や飲食店などを

想定していますが、川崎市では今後これらの対

象を拡大していくことも検討されています。

行政‐民間による連携を可能にする�
フォーラムの姿

　川崎市では民間建築物の木材利用への取組だ

けではなく、公共建築物への木材利用促進も

行っています。既に川崎市立小杉小学校や市立

生田保育園、中原区役所など、公共建築物の木

造木質化の実績は少しづつ増えています。

　そんななか、フォーラム会員から、今後市内

公共建築物への木造木質化をより円滑に図って

いくためには、フォーラム会員が有する木造木

質化の技術や知見を、行政職員、特に公共建築

物の担当者などと情報の共有を図る場が必要で

はないかといった新たな提案がありました。そ

こで、新しいワーキンググループとして、行政

職員とフォーラム会員群とによる木材利用にか

かる情報の共有を図る勉強会を開催することと

なり、川崎市とワーキンググループで検討を進

めています。

　さらに、フォーラム会員から川崎市民の暮ら

しと木とのつながりが見えにくい中、いきなり

市民に対し木材利用の意義を専門的な単語を用

いて伝えても、全く興味を示さないであろうと

いう思いから、木とは一見縁のない異分野のイ

ベントに木の要素を加えて展開することをご提

高津区役所　1階ホール 資料コーナー
試行的に木質化

市内公共建築物の木質化事例
川崎市立小杉小学校
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案いただきました。

　香りや手触り、音色など五感を通じて緩やか

に木に親しむ機会を創出し、「楽しい思い出」に

彩どりを添えた木に興味を持った方に、さいご

に木材利用の意義を伝える、そうした流れを意

識した普及イベントを昨年試行的に実施したと

ころ、市民の方から大きな反響がありました。

　これについても提案いただいた会員を中心に、

川崎市と新たにプロジェクト化する準備が進め

られています。

　こうした『異業種、異分野の技術や経験を有

するフォーラム会員が、独自の視点による木材

利用への取組を提案、これに賛同した様々な分

野の会員同士が連携し主体的に取り組み、それ

を川崎市がサポートする』という姿が、この

フォーラムらしい活動の特徴といえます。

　今後もフォーラムではこうした官民連携のあ

り方を尊重し、民間の想いを反映した「川崎市

内での木によるものづくり・ことづくり」を推

進していくべきだと考えます。

　これらが川崎市発の『都市圏の木材活用の

ロールモデル』となり、将来的には、他の地域

への展開や、民間の活動との連携による取組が

拡大されることを願ってやみません。

川崎市木材利用促進フォーラム

自治体、民間事業者の方々の参加を募集して

います。

ご興味がある方、事業連携をご希望の方はお

問い合わせください。

川崎市の木材利用に関する問い合わせ先

川崎市まちづくり局総務部企画課　

（島田、渡邊）

TEL：044-200-2703

e-mail：50kikaku@city.kawasaki.jp
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コラム

新型コロナ禍だからこそ 
SDGsの推進を
〜不燃木材ビジネスの 2030 
　ビジョンでピンチをチャンスに〜

一般社団法人 都市防災不燃化協会理事
兼URM*&SDGs**推進・認証事業化委員会委員長

（防災士／環境プランナーERO）

平田 耕一

1．はじめに

　本機関誌、不燃ワールドにてのSDGs連載も

六編目。関連コラムも三編展開したので、本編

は二桁目への足掛かり連載となる。

　2015年から始動した“SDGs”国連の持続可能

な開発目標（Sustainable Development Goals）

も2020年…十五年間のホップ・ステップ・ジャ

ンプのホップ段階の五年を終えた。

　時系列で行程を俯瞰すれば、さてこれから、

第二コーナーから第三コーナーに走り込むスト

レート、一番スピードが増すステージの2020年。

それをシンボリックな東京五輪と共に盛り立て

る筈だった。私事、弊職も2020年5月ゴールデ

ンウィークにて、全国首長会議併催のSDGs講

演で首長陣営へ“SDGs推進宣言”の晴れ舞台

も頂いてはいた…。

　2020年の春の訪れによる気温の上昇とともに、

簡単に終息若しくは（少なくとも）収束を目論

んでいたCOVID-19（いわゆる武漢ウィルス）。

その猛威は、衰えることなく越年し、すでに第

四波到来とも言われている。残念ながら世界の

政治・経済・社会、それに道徳すら混沌とし、

SDGsの「blueprint（後述する）」、つまりは青

写真は、すっかり真っ白に感光し、色褪せてし

まった感がある。

　国連はまんじりともせず、急遽SDGsマーク

の派生形として“COVID-19_RESPONSE”「新

型コロナ禍への対応」のスローガンを併記。

　感染拡大「pandemic」の収束（若しくは罹

患そのものの終息）までは、SDGsの17パネル

のナンバー3“GOOD HEALTH AND WELL-

BEING”を優先課題として政策誘導と情報連携

を唱えてきた。（図1）

　残念ながら、国連機関WHOの初動ミステイ

クや規制・原因追求において常任理事国中国へ

の忖度（そんたく）疑惑で、国連は何をする人

ぞ…の声も聞こえてくる。

　とはいえ、次の世代へ“より良い地球（物理

的：物質的な）とより良い地球社会（社会的か

つ道徳的な地球に住まう人々の所属する国で構

成される世界）”のバトンを手渡すためには、

SDGsの推進に手をこまねく ― 傍観している―
暇（いとま）はない。

　本コラムでは、いままでの連載を読了されて

いる方は勿論、初見の方においても、SDGs概

説理解とその推進、何よりやり切る勇気と意義

を共有するために紙幅を割くことにする。

図1　COVID-19対応SDGsロゴマーク
（出典）　UN NY本部

　＊URM：Urban Risk Management
＊＊SDGs：Sustainable Development Goals
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ちな国連施策の中でも、とてもうまく駒が進ん

でいる。

　いまから数えると20年前、二千年紀（ミレニ

アム）が始まってから、世界経済の主たるプレ

イヤーである西側先進国と北半球先進国は、高

度経済成長をとっくに終え、熟成の域というよ

うな（日本は開発停滞国と揶揄されるほどの低

調さな）景況がどんよりと続いている。それに

対して東側先進国や南半球開発途上国の経済発

展が著しい場面が多くなり、主役交代をうそぶ

く超大型の自称発展途上国の経済的台頭も西側

と北半球の陣営には、かなり目障りだったに違

いない。

　外部不経済（つまり環境）をほとんど顧みず

に高度な経済の成長とやらに、先回りした先進

国。それと同じプロセスで、急速に追いつけるよ

うな発展をしたい途上国。いわゆる“南北問題”

（つまりは北半球と南半球の対立）が横たわって

いた。当然ながら先進国は、これまで同様に、

どうやってプレゼンス（戦略的位置付け）を確

保し続けるのかの思惑もある。なので、あたか

も、それ（発展途上国が追いつく経済成長）を

抑制せしむるべくの自分たちに課せられなかっ

た新しいルール“外部不経済の内部化”をお作

法にした施策を連発で繰り出しているように見

える。例えば、二酸化炭素排出抑制や有害忌避

化学物質の含有規制、女性や子どもの権利確保

などなど。勿論、それらは元来的には新しい地

球のルールとして当然必須ではあるけれども、

どうもがいても後出しジャンケンの感じが満載

―結果として途上国の賛成票までもを勝ち得て

なかった。

　これらのE環境／S社会／Gガバナンスに類

する各種取り決めは、総論賛成とはいえ各論反

対で、前に行きつ戻りつでなかなか成果が顕在

化しにくい。

2．�見慣れてきたSDGsロゴマーク�
たち

　“SDGs”…。それは、国連の持続可能な開発

目標（Sustainable Development Goal）を表す

アルファベットの三文字と複数形のsの組み合

わせ。そしてロゴマークに添えられた虹色より

はるかに多い17の中間色で構成されたサークル

マーク。

　THE GLOBAL GOALSとの愛称もあるこの

“世界的な挑戦”のアイコンを、皆さんも“何処

かで”ご覧になった記憶があるに違いない。（図

2）

　その何処かは、（本機関誌は別誂えとして）�

政府・地方自治体や各業界のリーディングカン

パニーの広報誌PR（Public Relations）情報、

業績報告をする株主投資家向けIR（Investor 

Relations）情報、学生向けのリクルート採用や

就職活動情報RA（Recruit Action）の場面…

だったかもしれない。はたまた、書店で“ビジ

ネスマン必読！”のポップがついたビジネス関

連本の平積みの光景、みなさんのご子息、ご息

女が“有名私立学校をお受験”する際に、購入

した試験問題対策参考書の、巻頭を飾るカラー

頁かもしれない。

　このSDGsは、志なかばで死屍累々に成りが

図2　国連持続可能な開発目標ロゴマーク
（出典）　国連広報センター
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そんな屍（しかばね）施策のなかにあって、SDGs

は立案議論の最中から採択後の、これまでの年

月振り返ってみても、離脱や脱落が無い。言い

換えれば、これぞ久々に、地球規模で賛同を得

た取り組みに位置づけられよう。（193の国連加

盟国／全世界は196か国）その合意の成果とし

て、ロゴマークが馴染み深くなってきたといえ

よう。

3．�SDGs認知度はみなさんの�
想像より高い

　前出の喩えのごとく、2015年から2030年まで

の15年間のうち、三分の一を消化したSDGsの

認知度合いは、年を追うごとに高まっている。特

に企業経営者側の認知度と企業経営へのはめ込

み度合いは、指数関数的に伸びている。換言す

ると、企業は競争激しいビジネス社会において、

SDGs各パネルとの相性（相容性：Compatibility）

が“わが社の命運”を分けることに気づき、な

んとかしてSDGsをビジネスの広告塔や推進力

に活用しようと躍起になっている。

　企業は、大量生産・大量消費・大量廃棄の

“二十世紀型のビジネスモデル”が終わりを告

げ、2000年からこっちは“環境の世紀”に衣替

えで衣装替えだけはした。ただその内情は、SRI

（企業の社会的責任投資）、ESG（環境・社会・企

業統治セグメントにての投資判断）、CSR（企業

の社会的責任）＆CSV（共有価値の創造：商流

の川上も川下も消費者もwin-winでみんなハッ

ピーな状態）の切り口で、のべつ幕なしに色々

な物差しを当てられて、経営の舵取り側として

は少しばかり食傷気味かつ目線があっちこっち

と落ち着かない様相だった。

　その観点でいえば、SDGsはとても腑に落ちる

定規を、そこそこの判断基準（criteria：目安）

で当ててくるので、「ヨシ！これでいこう！」と

総論も各論も賛同！となったわけだ。

　最新の情報をお話しすると、SDGs認知度は

消費者市民29.1％（2020/4 電通調べ）、企業経

営者88.4%（2020/10 日本能率協会調べ）がコ

ロナ禍の調査であっても、いやはや“とても目

立って浸透している感”がある。

　次項では、その“流行っているSDGs”を、み

なさんのビジネスを構成するセグメントの方々

にて“流行りではなく持続継続する市場開拓や

商品創造とその弛まない浸透に”役立つ視点を

もって、該当のパネルを解説する。

　なお、上述の日本能率協会調べについては、

報道発表内容の全文を本コラムの巻末に転載す

るので、参考にされたい。

4．SDGsパネルの配置と構図

　この“現在の開発目標”であるSDGsは、2015

年から始動してゴールイヤーを2030年にしてい

る。

　大きな分類で行く17の目標パネルからなる。

（図3）

　この17のパネルのうち、5つは2000年から

2015年にしつらえられた“過去の開発目標”で

あるMDGs（ミレニアム開発目標）の8目標パ

図3　国連持続可能な開発目標17パネル
（出典）　国連広報センター
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ネル図4のうち地域特性を外して、拡充後継の

パネルとなる。前身の開発計画MDGsは南半球

の特定開発途上国群（主にアフリカ）への梃入

れが最初の発想だったが、MDGsを成功裡に終

えた勢いのなかで、SDGsは全地球〜聖域無し〜

のターゲット領域にしている。

　この現在進行形のMDGsの発展進化型となる

SDGs目標17パネルを読み込んで、一節の文章

にまとめると…「2030年の地球は、アナタが、

どんな性別でも、どんな身体能力（障害があろ

うが）でも、いかなる宗教観・政治観でも、望

めば教育を、望めばいかなる職業をも選択でき、

そして心身ともに健康で、公私ともに健全で衛

生的かつ文化的な生活を送り、安全安心な衣食

住を容易に手に入れる事ができ、インフラが

整ったシエルター（日本語の居住域とはちょっと�

違っていてもっと安息の地の意味が強い）に住

まい、そして勤めることができる。あわせて自

図4　国連ミレニアム開発目標8パネル
（出典）　国連広報センター

分の能力を活かして、家族と地域社会に融和し

正確な情報を共有し生きていく。また、自然生

態系に対して攻撃性を最低限に抑えてむやみに

生殺与奪の権を振るわず、足るを知り、社会に

貢献できる地球市民（われら地球の構成員）に

なることができる社会になっていますよ」を目

指している。（小職私見）

　SDGs発効当時の潘基文国連事務総長は、次

のスピーチをし、最後のフレーズは、その後の

スローガンになったので原文とともに国連広報

センター和訳を転載する。

“These Goals are a blueprint for a better 

future. Now we must use the goals to 

transform the world. We will do that through 

partnership and through commitment. We 

must leave no-one behind.”

UN SECRETARY-GENERAL BANKI-

MOON （2015）

「これらの目標は、より良い未来の“青写真

（blueprint）”です。われわれは、この目標を

利用して世界を変革する必要があります。そ

のためにはパートナーシップとコミットメン

トを通じておこなうことが肝心です。わたし

写真1　国連事務総長SDGs採択スピーチ
（出典）　国連広報センター
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たちは“誰も置き去りにしない（We must 

leave no-one behind.）”ことを念じます。」

バン・キムーン国連事務総長（2015）

5．�SDGsパネルの役割分担と�
達成困難度

　いよいよ本題へのアプローチとして、全17パ

ネルを並べた図版を眺めながらそれぞれのパネ

ルを見ていこう。プレイヤーが発展途上国主体

から地球全体に広がったものの、貧困、飢餓、

健康、人権、平等は、根源的な課題として大き

く優先的に位置付けられている。

　追加されたパネルらは、先進国が加わったこと

で、新たに資源循環利用の効率化、持続可能な

都市やコミュニティ構築、再生可能エネルギー

の低廉化普及、海洋や陸上生物多様性の保護、

具体的で積極的な気候変動に対する行動要求な

ど…他人事ではなく、先進国こそが自国国内法

にての強力な是正・規制強化や改善の取り組み

を求められる目標が多く盛り込まれた。17の目

標パネルで示されるすべての課題が持続可能な

開発、民主的なガバナンスと平和の構築、気候

変動と災害に対する社会インフラを強じん化し

て、安全安心なシェルター（住まい働き生活す

る居住域）を実現することにつながっている。

　それでは各課題と目標を見てみよう。 1番と

2番は「貧困をなくす」と「飢餓をなくす」で

MDGsから不動だが、MDGsにおける目標が世

界の飢餓貧困率36％から18％への「半減」だっ

た（達成数値はなんと12％）のに対し、SDGs

にては段違いに高い目標「撲滅」つまり、12％

からゼロへが到達点に掲げている。

　あわせて、細目の目標もより具体的に記述さ

れ抜け道は無い。 ただ、貧困率はMDGs時代と

違って、改善の伸びシロというか飢餓貧困率の

削減シロがあった中国とインドにての、今後の

大幅な改善が見込めないので、ここから更に削減

していくことは、飢餓貧困当該国が多数になっ

て、ホップ・ステップ・ジャンプは相当に困難

であると予想される。3番に「健康と福祉」が

あって、MDGs時代のアフリカという限られた

エリアで、問題となっている特定の病気（エイ

ズ・マラリア・栄養失調等）への対策だけでは

なく、先進国で特に深刻な肥満や成人病も含め

て、健康で文化的な生活の確保を目指す。4番は

「質の高い教育」で MDGs時代の初等教育の一

つ上を目指す。5番は継続課題の「ジェンダー平

等」、6番も結果的に継続となる「きれいな水と

衛生」で、いまだに世界人口の36%の人々に満足

な上下水道のインフラが提供されていない状態

の改善を目指す。10番に「格差の是正」、16番

に「平和と正義、有効な制度」があげられてい

るが、概念的なテーマであることは否めない。

6．�不燃木材の業界業際から�
フォーカスすべきSDGsパネル

　MDGs、SDGsとも詳細は国連広報のホーム

ページや外務省外郭団体の豊富なマニュアル・

ガイドラインにあたってもらうとして、この小

論でもっともお伝えしたいことは、工業生産と

知財ノウハウでの豊かな建国を目指すクール・

ジャパンの視点で考えると、SDGsの17のグロー

バル・ゴールのなかに大きな可能性を秘めたビ

ジネスシーズ（種）が見えてくるということであ

る。

　本協会や本誌読者のみなさんが、構成する企

業や個人それぞれの立場でそれぞれが提供でき

るリソース（ヒト・モノ・カネ・ジョウホウ）

を駆使してSDGsにコミットし、これからの残

り9年間ご活躍いただきたい。
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　とりわけ大きな飛躍のチャンスとなるであろ

う2020→2021年の東京オリンピックがコロナ禍

の惨状ではあるが、前出のごとく、並み居る国

連施策なかでも、飛び抜けて躍進し、長丁場の

持久戦を善戦し、消費者市民にも企業市民にも

“とても目立って浸透している感”があるSDGs。

その最後の仕上げ、そのゴールへむけて走り切

る十年だからこそ、不燃木材をはじめとした不

燃化技術を備えた商材の業界と業際ビジネスを、

防災・都市機能の強靭化に貢献し、社会自体を

変革させる“デザイン”に仕立てていただきたい。

　その視点で残りの課題と目標を見つめ直すと、

7番 「誰もが使えるクリーンエネルギー」、11番

「持続可能なまちづくり」、12番「持続可能な消

費と生産」、13番「気候変動への具体的なアク

ション」はすぐにでも、建設・土木分野の構造

や仕上げへのビジネスにおけるストライクゾー

ンが“はっきり見えている状態”でビジネスモ

デル展開が可能なのではなかろうか。（図5）

　一般社団法人 都市防災不燃化協会の理事の

立場とはいえ、素人目線で言えば、 11番の「持

続可能なまちづくり」はより具体的に「安全・

安心で持続可能なイ ンフラが整備された都市コ

ミュニティづくり ― つまりは鉄やコンクリート

とは違った趣向と手法で、人との間合いをバラ

ンスする天然由来の建築材料と構造部材を使っ

図5　�国連持続可能な開発目標から不燃木材業界＆�
業際に関連するパネル抜粋例

（出典）　国連広報センター

た人にやさしい居住空間の創出」。あわよくば、

手前ども都市防災不燃化協会会員企業の商材と

なる薬剤処理した不燃木材をご活用頂き、効能

を追補して「“燃えない・煙ガスが避難の妨げに

ならない防災と減災”を達成した居住空間の提

供」という表現へ、13番の「気候変動への具体

的な行動」はなお一層具体的に読み替えて「気

候変動の主原因とされている温室効果ガス（二

酸化炭素）の排出削減を補完する吸収源（つま

りは森林資源）の活性化 ― 林産地における主伐

はもとより除伐・間伐材の循環的利用の推進に

よる循環利用型産業構造への回帰」としてもら

いたいところだ。どうやったらそう解釈して関

係者、関係先との議論を展開していけるのかを

具体的に話題に上げていきたいと強く思っている。

7．むすびに

　みなさんは、「ソーシャル・デザイン（ソー

シャルとデザインの間に中黒が入る）」若しく

は「ソーシャルデザイン（ソーシャルとデザイ

ンの間に中黒が無い）」というカタカナ用語をご

存知だろうか。ソーシャル“社会”をデザイン

する意味だ。

　17の目標のいくつかは直接的に、そして残り

のほとんどは間接的に、建築と建設のインフラ

が関わっていく。インフラとは社会基盤の構造

の整備・構築である。すなわちそれは、真骨頂。

それを生業とする方や企業の方々には将来世代

の幸せを左右する課題の解決へ向けてできるこ

とが多くあるということを再認識していただき

たい。

　ともすると雲の上か他山の岩か、はたまた石

コロのように関心を向けてこなかった国連の提

唱が、わたしたちみんなの仕事の一つ一つにリン

クするステージが来たのだから。
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　それと国連のワーキングのプレゼン風に言う

と「One more thing：あと一つ」追記したい。

SDGsもあと9年で泣いても笑ってもゴールとな

る。なのでそろそろポストSDGsが関係者で議論

されている。コロナ禍で一寸先は何とやらでは

あるが、2015年SDGsの始動時点では、次に追

加するべきパネルのセグメント（分野）は、「芸

術（伝統工芸）」、「文化（自然・食事・風習・生

活様式）」、「スポーツ（競技者の人並み外れた

技）」だとされていた。手前どもを含め、木質素

材とその加工品を取り扱う業界・業際は、木材

や木造、山岳信仰、木材の家具調度品など日本

古来で世界に誇れる（換言すれば其れが観光資

源になる）「芸術と文化と職人の技」が産業遺伝

子のなかに、工業DNAのなかに包摂している

といえよう。

　だからこそ、あと9年で終わりとは考えずに、

次の全地球の開発目標で、木材やその工業加工

品、伝統工芸品、文化芸術品が市民権と発言権

を獲得して、「とても目立って浸透している」古

来からつづく未来産業になることを祈念すると

ともに、次のフレーズでむすびとする。

 

　国連提唱の最終ページにあるフレーズ

　　「LET’S FINISH THE JOB」

　　「自分たちの仕事（役割）をやりとげよう」

8．参考資料

　本編章立て「3.SDGs認知度はみなさんの想像

より高い」にて引用した、消費者市民・企業市

民を対象のアンケート調査のうち、注目すべき

は「企業経営者が企業の経営課題（若しくは問

題）としてSDGsをどのように捉えているか」と

考える。ついては、報道発表された調査資料を

転載する。本編にて述べたように、みなさんの

感覚より、“風雲急を告げる”状態だと言えよ

う。

　報道発表月日：2020年10月1日 

　発表主体：一般社団法人日本能率協会

　タイトル：�『日本企業の経営課題 2020』調査

結果

　調査内容（主体者の前説）：

　一般社団法人日本能率協会（会長：中村正

己、JMA）は、企業が抱える経営課題を明ら

かにし、これからの経営指針となるテーマや

施策の方向性を探ることを目的に、1979 年か

ら、企業経営者を対象に、「当面する企業経 

営課題に関する調査」を実施しています。今

年度は 2020 年 7～8 月に実施し、532 社から

の回答を得ました。

　調査結果の概観：�

　SDGs の認知度と取り組み状況

　　 1．SDGs の認知度が約9割

　　 2．取り組み実施企業は6割超

　註）次ページより報道発表資料を転載します。

写真2　�記念行事では国連本部ビルにSDGsロゴ�
マークと様々なキャッチフレーズがプロ
ジェクションマッピングで投影された

（出典）　国連広報センター
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2020 年 10 月 1 日 
 

報道関係各位
一般社団法人日本能率協会

 

『日本企業の経営課題 』 調査結果

【第３弾】 の認知度と取り組み状況
の認知度が約９割に。取り組み実施企業は６割超

一般社団法人日本能率協会（会長：中村正己、ＪＭＡ）は、企業が抱える経営課題を明らかにし、これからの
経営指針となるテーマや施策の方向性を探ることを目的に、 年から、企業経営者を対象に、「当面する企業経
営課題に関する調査」を実施しています。今年度は 年 ～ 月に実施し、 社からの回答を得ました。
今回は第３弾として、「 の認知度と取り組み状況」について、ご報告します。

※詳細の調査報告書は 月上旬に公表予定です。

■ 「 年度（第 回）当面する企業経営課題に関する調査」概要
調査時期 年 月 日～ 月 日

調査対象
の法人会員ならびに評議員会社、およびサンプル抽出した全国主要企業の経営者

（計 社）
調査方法 郵送調査法（質問票を郵送配布し、郵送およびインターネットにより回答）

回答数・回収率 回答数 社・回答率 ％ （回答企業の概要は６ページに記載）

【本件に関するお問合せ先】
一般社団法人日本能率協会 研究所 （担当：近田）
〒 東京都港区芝公園

： ：
※取材のお問合せは、広報室（担当 田部、 ‐ または 、

： ）へお願いいたします。

１． の認知度さらに高まる。約９割の企業経営者が「知っている」

２． に関わる取り組み広がる。６割超の企業が取り組みを実施

３． に取り組む目的 ― 「企業の社会的責任を果たすこと」が８割超
「中長期的な企業価値向上」「企業ブランドの向上」「社員のモチベーション」も

４． 推進における課題
「社員の認知度の向上」「具体的な目標・ の設定」が８割超
「社内推進体制の構築」「商品・サービス・事業の開発への結び付け」も課題

※＜調査結果を受けてのコメント＞は、 ページに記載しています。
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2018年(n=458)

2019年(n=480)

2020年(n=532)

知っている

42.1 

51.5 

70.5 

ある程度、

知っている

19.7 

25.4 

17.9 

詳しくは知らないが、

聞いたことはある

23.1 

13.8 

6.6 

聞いたことがない

12.2 

6.7 

2.4 

無回答

2.8 

2.7 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=532)

大企業(n=131)

中堅企業(n=266)

中小企業(n=132)

知っている

70.5 

89.3 

68.8 

54.5 

ある程度、

知っている

17.9 

7.6 

21.1 

22.0 

詳しくは知らないが、

聞いたことはある

6.6 

1.5 

6.4 

12.1 

聞いたことがない

2.4 

0.0 

1.5 

6.8 

無回答

2.6 

1.5 

2.3 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１． の認知度さらに高まる。約９割の企業経営者が「知っている」

○ 国連が提唱している （持続可能な開発目標）に対する認知状況について尋ねたところ、「知っている」と
の回答が昨年よりも大きく増加して ％（前年比＋ ポイント）、「ある程度、知っている」が ％と
なり、合わせて約９割（ 、前年比＋ ポイント）の企業経営者が を「知っている」という結果
が見られました。【図１－１】

○ 従業員規模別にみると、従業員数 人以上の大企業では、「知っている」「ある程度、知っている」の合計が
％となっているほか、従業員数 人以上 人未満の中堅企業で ％、同 人未満の中

小企業でも ％となっており、 に対する経営者の認知が広がっていることがうかがえます。【図１－２】

【図１－１】 に対する認知状況（全体・経年比較）

【図１－２】 に対する認知状況（従業員規模別）

％ 

％ 

％ 

「知っている」
「ある程度、
知っている」
の合計

％ 

％ 

％ 

％ 

「知っている」
「ある程度、
知っている」
の合計 
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2018年(n=458)

2019年(n=480)

2020年(n=532)

具体的な目標を

設定して

取り組んでいる

9.0 

14.2 

25.2 

具体的な目標の

設定はしていないが、

SDGsにそった

活動を行っている

27.5 

26.7 

36.5 

今後、

取り組みたいと

考えている

37.6 

38.8 

27.3 

取り組む

予定はない

21.0 

16.3 

8.3 

無回答

5.0 

4.2 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=532)

大企業(n=131)

中堅企業(n=266)

中小企業(n=132)

具体的な目標を

設定して

取り組んでいる

25.2 

51.1 

19.9 

9.8 

具体的な目標の

設定はしていないが、

SDGsにそった

活動を行っている

36.5 

37.4 

39.5 

29.5 

今後、

取り組みたいと

考えている

27.3 

8.4 

30.5 

39.4 

取り組む

予定はない

8.3 

1.5 

7.9 

15.9 

無回答

2.8 

1.5 

2.3 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２． に関わる取り組み広がる。６割超の企業が取り組みを実施

○ に関わる活動の取り組み状況について尋ねたところ、「具体的な目標を設定して取り組んでいる」との回
答が昨年よりも増加して ％（前年比 ポイント）、「具体的な目標の設定はしていないが、
にそった活動を行っている」が ％（前年比 ポイント）となり、合わせると、６割超（ ％、前年比
＋ ポイント）の企業が に関わる取り組みをしているという結果が見られました。 【図２－１】

○ 従業員規模別にみると、従業員数 人以上の大企業では、 に関わる取り組みをしている企業の合
計が ％と９割近くに達しています。従業員数 人～ 人の中堅企業では取り組みをしている企業
が ％、同 人未満の中小企業では ％である一方、「今後、取り組みたいと考えている」とする企
業が３～ 割となっており、今後の活動の広がりが期待されます。 【図２－２】

【図２－１】 に関わる活動の取り組み状況（全体・経年比較）

【図２－２】 に関わる活動の取り組み状況（従業員規模別）

％ 

％ 

％ 

「具体的な目標
を設定」

「 に沿った
活動を行っている」

の合計

％ 

％ 

％ 

％ 

「具体的な目標
を設定」

「 に沿った
活動を行っている」

の合計



54 不燃ワールド　第8号

4 
 

中長期的な企業価値を向上
させること

企業の社会的責任を果たす
こと

企業ブランドを向上させるこ
と

新しい商品・サービス・事業
の開発に結び付けること

親会社や取引先からの要請
に応えること

株主や投資家からの要請に
応えること

社員のモチベーションや帰
属意識を高めること

人材採用力を高めること

非常に

重視している

31.7 

36.9 

22.0 

17.4 

15.5 

16.2 

17.7 

9.8 

重視している

45.1 

48.2 

44.2 

35.1 

37.2 

38.7 

43.3 

46.0 

やや

重視している

18.6 

12.5 

25.9 

29.0 

27.4 

25.9 

28.4 

30.2 

あまり

重視していない

1.8 

0.0 

4.3 

14.0 

11.9 

9.8 

6.1 

9.5 

重視していない

0.0 

0.0 

0.6 

1.5 

4.3 

3.7 

2.1 

2.1 

まったく

重視していない

0.6 

0.0 

0.3 

0.6 

0.9 

2.4 

0.3 

0.3 

無回答

2.1 

2.4 

2.7 

2.4 

2.7 

3.4 

2.1 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３． に取り組む目的 ― 「企業の社会的責任を果たすこと」が８割超
「中長期的な企業価値向上」「企業ブランドの向上」「社員のモチベーション」も

○ に関わる活動に取り組んでいると回答した企業（ 社・全体の ）に対して、 に関わる
取り組みの目的として重視していることを尋ねたところ、「企業の社会的責任を果たすこと」について、「非常に重
視している」「重視している」の合計が 割超となり、最も重視度が高い項目として挙げられました。

○ その他、「非常に重視している」「重視している」を合わせた比率が高い項目は、「中長期的な企業価値を向上さ
せること」（ ％）、「企業ブランドを向上させること」（ ％）、「社員のモチベーションや帰属意識を高め
ること」（ ％）となり、企業の社会的責任としてだけではなく、企業価値の向上や社内外からのイメージアッ
プなど、多面的な目的のもとに の取り組みがなされていることがうかがえる結果となりました。

【図３】 に関わる取り組みの目的として重視していること

％ 

％ 

％ 

％ 

「非常に重視」
「重視している」

の合計 

％ 

％ 

％ 

％ 
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既存の事業活動との結び付
け

新しい商品・サービス・事業
の開発への結び付け

取り組みについての具体的
な目標・KPI の設定

自社の取り組みに対する社
員の認知度の向上

社内推進体制の構築

パートナーシップ先の選定

ステークホルダーに対する
情報開示の内容や方法

戦略との統合やマネジメント
システムへの実装

おおいに

課題である

4.9 

6.4 

11.6 

8.8 

9.1 

2.1 

3.4 

6.1 

課題である

32.9 

34.5 

43.3 

44.8 

38.4 

27.7 

27.7 

36.0 

やや

課題である

28.4 

31.1 

27.4 

29.6 

28.7 

34.1 

31.1 

31.7 

あまり

課題ではない

22.0 

16.8 

9.8 

8.8 

14.6 

24.1 

27.1 

17.4 

課題ではない

7.3 

7.6 

3.7 

3.7 

4.6 

7.0 

6.1 

4.9 

まったく

課題ではない

1.5 

0.6 

0.9 

1.2 

1.2 

0.9 

1.2 

0.6 

無回答

3.0 

3.0 

3.4 

3.0 

3.4 

4.0 

3.4 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４． 推進における課題
「社員の認知度の向上」「具体的な目標・ の設定」が８割超
「社内推進体制の構築」「商品・サービス・事業の開発への結び付け」も課題

○ に関わる活動に取り組んでいると回答した企業（ 社・全体の ）に対して、 に関わる
取り組みを進めていくうえでの課題を尋ねたところ、「おおいに課題である」「課題である」「やや課題である」の合
計が高い項目として、第 位に「自社の取り組みに対する社員の認知度向上」（ ％）、第 位に「取り組
みについての具体的な目標・ の設定」（ ％）が挙げられました。

○ また、「社内推進体制の構築」「戦略との統合やマネジメントシステムへの実装」「新しい商品・サービス・事業の開
発への結び付け」についても、「課題である」の合計が７割を超えています。 にそった活動を進めるにあたっ
て、社内における認知度向上や推進体制づくりとともに、具体的な目標の設定や、戦略や事業活動への結び付
けが課題となっていることがうかがえます。

【図４】 に関わる取り組みを進めていくうえでの課題

調査結果を受けてのコメント
一般社団法人日本能率協会

KAIKA研究所 所長 近田高志 

○ 今今回回のの調調査査結結果果かからら、、企企業業経経営営者者ののＳＳＤＤＧＧｓｓへへのの認認知知度度ががささららにに高高ままるるととととももにに、、具具体体的的なな活活動動にに

おおいいててもも取取りり組組みみがが広広ががっってていいるるここととがが確確認認ででききままししたた。。

○ ＳＳＤＤＧＧｓｓのの目目的的ととししててはは、、「「企企業業のの社社会会的的責責任任をを果果たたすすこことと」」にに加加ええ、、「「中中長長期期的的なな企企業業価価値値向向上上」」

「「企企業業ブブラランンドドのの向向上上」」「「社社員員ののモモチチベベーーシショョンン」」がが重重視視さされれてていいるる一一方方、、課課題題ととししててはは、、「「社社員員

のの認認知知度度のの向向上上」」「「具具体体的的なな目目標標・・ のの設設定定」」ののほほかか、、「「社社内内推推進進体体制制のの構構築築」」「「戦戦略略ややママネネジジメメ

ンントトシシスステテムムへへのの実実装装」」「「商商品品・・ササーービビスス・・事事業業のの開開発発へへのの結結びび付付けけ」」がが上上位位にに挙挙げげらられれてていいまますす。。

○ ＳＳＤＤＧＧｓｓをを推推進進ししてていいくくううええでではは、、トトッッププののココミミッットトののももとと社社内内推推進進体体制制をを構構築築しし、、社社員員をを巻巻きき込込

んんでで、、戦戦略略やや事事業業活活動動ととのの結結びび付付けけををししななががらら具具体体化化ををししてていいくくここととがが重重要要ととななりりまますす。。

％ 

％ 

％ 

％ 

「課題である」
の合計

（おおいに やや）

％ 

％ 

％ 

％ 
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6 
 

北海道

1.5%
東北

1.9%

関東・甲信越

55.9%
東海・北陸

14.5%

近畿

15.4%

中国・四国

5.3%

九州・沖縄

5.5%

その他

0.0%

無回答

0.0%

業種分類 ％ 回答数 業種分類 ％ 回答数
製製造造 44.7 238 非非製製造造業業 55.1 293

製造・素材系 15.0 80 小売・卸・商社 13.2 70
3 繊維 0.9 5 15 小売 5.1 27
4 パルプ・紙・紙加工 0.8 4 16 商社・卸売 8.1 43
5 化学 7.7 41 建設・不動産 10.5 56
7 石油・石炭 0.6 3 18 不動産 2.3 12
8 ゴム・窯業・土石 1.5 8 19 土木・建設・建築 8.3 44
9 鉄鋼・非鉄・金属 3.6 19 倉庫・運輸 4.9 26

製造・組立系 16.5 88 20 輸送サービス（陸運・海運・空運） 4.5 24
10 一般機械 3.2 17 21 倉庫・埠頭 0.4 2
11 精密機器 2.1 11 情報・通信 6.8 36
12 電気・電子機器 6.6 35 22 ソフト開発・情報サービス 5.8 31
13 輸送用機器 4.7 25 23 通信サービス 0.9 5

製造・その他 13.2 70 宿泊・飲食 2.4 13
2 食料品 5.6 30 26 宿泊・飲食・給食サービス 2.4 13
6 医薬品 0.9 5 金融・保健 4.5 24

14 その他製造 6.6 35 17 金融・保険 4.5 24
その他 12.8 68

24 出版・放送・報道 1.5 8
25 公共サービス（電気・ガス・水道） 0.4 2
27 保健・医療・福祉サービス 0.6 3
28 人材・教育関連サービス 0.6 3
29 警備・ビル・設備等のメンテナンス 0.8 4
30 広告・宣伝・ディスプレイ 1.7 9
31 その他サービス 7.0 37
1 農林・水産・鉱業 0.4 2

無回答 0.2 1
合計 100.0 532

１００人未満

9.8%

１００人～３００人未満

15.0%

３００人～１千人未満

31.2%

１千人～３千人未満

18.8%

３千人～１万人未満

14.1%

１万人以上

10.5%

無回答

0.6%

１０億円未満

3.2%
１０億円～

５０億円未満

10.7%

５０億円～

１００億円未満

10.3%

１００億円～

５００億円未満

34.0%

５００億円～

１千億円未満

12.4%

１千億円～

５千億円未満

17.7%

５千億円～

１兆円未満

4.9%

１兆円以上

5.8%

無回答

0.9%

回答企業の概要

■ 本社所在地

■ 業種

■ 従業員数 ■ 売上高
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防災不燃木材
シンポジウムに
参加して

防災不燃木材連絡協議会
事務局

杉山 和正

1．はじめに

　難燃薬剤処理木質材料（以下、難燃処理材と

いう）に関連する団体である一般社団法人都市

防災不燃化協会と防災不燃木材連絡協議会の共

同主催、国土交通省の後援による「防災不燃木

材シンポジウム」が、令和2年12月16日にオ

ンラインで開催された。

　当初はオンラインと会場の両方で参加できる

予定だったが、COVID-19の影響により、急遽、

会場が使用できなくなり、オンラインのみと

なった。

2．講演内容
　2．1　木質材料の難燃薬剤処理方法

　一般社団法人北海道林産

技術普及協会専務理事菊地

伸一氏より、令和2年に制

定されたJIS A 9011：2020

木質材料の難燃薬剤処理方

法についての講演が行われ

た。概要は以下の通りであった。

　平成12年の建築基準法改正により、要求性

能を満たせば耐火建築物に木材が使用できるよ

うになり、初めて不燃材料の国土交通大臣認定

を受けた木材が作られるようになった。準不燃

の難燃処理材は模型箱試験において火炎が大き

く噴き出さず、発熱は不燃「せっこうボードレ

ベル」に抑制される。建物外装で使用する場

合、上方・隣棟への延焼や材料の落下について

課題がある。

　難燃処理材は屋外使用時に吸湿・吸水により

薬剤析出が発生する。このため、大臣認定の認

定書には、「屋外に面した部分に用いる場合は、

リン酸系薬剤の耐久性に留意し、……」または

「適切な維持保全が行われない場合には防火上

の性能が失われる可能性があり、……」といっ

た注意書きが入る。日本住宅・木材技術セン

ターの調査では屋外・半屋外で使用した場合、

7割近くは白華が目立つ状態にあった。無塗装

で認定された製品が現場塗装されている場合

や、再塗装し塗膜が厚くなっている場合は、認

定時の性能が担保されていない可能性がある。

難燃処理材の認定はJAS・AQ・JISとは異な

り、有効期限の定めがない。保存処理木材には

薬剤に関するJISが存在するが、難燃処理材に

はない。認定の申請時には、JASとは異なり、

品質管理等の事前ヒアリングにより受付可否の

判断がされる。性能評価は樹種毎にされ、節の

有無を明確にし、厚さ最大で密度最大のものと

厚さ最小で密度最小のものの2種類を試験する。

難燃処理材中の薬剤は両端部や表層部が多く、

中央部や内部には少ない傾向にあるが、インサ

イジング処理により差異が小さくなる。

　JIS開発の目的は難燃薬剤処理方法の標準化

で、期間は2年間だった。1年目は防火性能基

準の検討及び実証試験、薬剤の選定、処理方法

の検討、耐火被覆の検討が行われた。2年目は

薬剤成分の定量方法の検討、含水率の検討、難

燃薬剤量の求め方の検討が行われた。アンケー



58 不燃ワールド　第8号

トにより14種類の化合物をリストアップした

が、その内、JISには薬剤成分として10種類の

化合物がリストに入った。分析対象元素とし

て、りん・アンモニア性窒素・グアニジン性窒

素・ほう素・硫黄が入り、ナトリウムは除外さ

れた。含水率は、JISによる103± 2℃の乾燥

では揮発性成分が飛散する可能性があったが、

この温度で質量一定となった状態を全乾状態と

定義した。作業液の不揮発分測定は、ガラス

シャーレを使用して乾燥させる方法と、検量線

を用いた浮き秤での測定方法が記載された。難

燃薬剤量の求め方には全乾質量法、注入量法、

全乾換算法、水溶出法がある。全乾質量法は処

理前後の全乾重量から求める基本的方法であ

る。注入量法は注入直後の重量と薬剤濃度を用

いるが、全乾質量法よりも大きく出る。全乾換

算法は含水率を測定し、全乾重量を推定する。

使用する薬剤や測定器によって補正係数が変わ

る。

　難燃処理材の信頼性を高めるために、製造企

業の品質管理方法の標準化、JAS・AQに準じた

認証制度、維持管理技術の標準化、技術書・マ

ニュアルの作成が必要であるとのことであった。

　2．2　都市における木質構造の可能性

　国立大学法人宇都宮大学

地域デザイン科学部建築都

市デザイン学科教授中島史

郎氏により、国内外の木造

建築について講演が行われ、

最近の木造建築の変遷をト

ピック的に説明された。

〇1983年～1997年：木造ドーム建築（火源と木

材を離し排煙する設計）が盛んで

あった

　1983年　Tacoma Dome（ワシントン）

〇1987年：建築基準法施行令第46条第2項が

できて、構造計算によって木造軸組

構造が設計できるようになる

　1987年　龍神村民体育館

　1988年　横浜博　横浜館、小国ドーム

　1992年　出雲ドーム

　1993年　やまびこドーム

　1997年　大館樹海ドーム

〇2000年：木造の階数、規模の制限がなくなる

　2009年　Murray Grove（ロンドン）9階建て

〇2010年：木造公共建物が可能になる

〇2013年以降：耐火部材　被覆型・燃え止ま

り型・鉄骨内蔵型が造られるように

なる

　2013年　South Wood（無機系材料）

　　　　　　燃え止まり型　1時間耐火

　2013年　音の葉グリーンカフェ（難燃処理材）

　　　　　　燃え止まり型　1時間耐火

　2014年　高�知おおとよ製材(株)社員寮　CLT

時刻的応答計算により設計

　2015年　南陽市文化会館（石膏ボード）

　　　　　　燃え止まり型　1時間耐火

　　　　　長門市本庁舎（石膏ボード）

　　　　　　燃え止まり型　2時間耐火

　2016年　実験棟（つくば市）枠組壁工法

　　　　　1～2階2時間耐火、石膏ボード3枚

　　　　　特�別養護老人ホーム

　　　　　　�5階建枠組壁工法　Midply Wall

耐力壁タイダウン金物 柱頭 柱脚

の浮き抑制

　　　　　　建築研究所　試験棟　CLT

〇2017年以降：高層木材建築が建てられる

　2017年　Brock Commons（バンクーバー）

18階

　2018年　森林総研＋東京農工大学 CLT　2

時間耐火

　2019年　山佐木材　CLT 2時間耐火
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　　　　　森林総研　木材のみ

　　　　　　CLT 2時間耐火

　　　　　Mjøstårnet（ノルウェー）　18階

　2022年　準木造研修施設　11階

　　　　　　燃え止まり型　3時間耐火

　日本で木造化する場合、以下の基準を満たす

必要がある。

●	  1時間耐火：最上階から4層（柱梁床壁）

●	  2時間耐火：最上階から5～14層（柱梁床

壁）

　　　　　　　　最上階から15層以上（床壁）

●	  3時間耐火：最上階から15層以上（柱梁）

　中高層の建物を木造・木質化することで、木

材の需要ができる。

　城や寺院など、昔から木造大規模建築は存在

するが火には弱い。防耐火の新しい技術を活用

し、木造建築の可能性を広げることが重要であ

るとの見解が示された。

　2．3　建築設計における木材利用

　公益社団法人日本建築士

会連合会名誉会長三井所清

典氏により、木造建築設計

についての講演が行われた。

　中大規模木造建築を普及

する上で火災に関する問題

は重要となる。火災や火災実験の事例として、

ノートルダム寺院の火災、首里城の火災、木造

3階建て建築の火災実験について説明された。

　火災の早期発見が重要で、初期消火のために

は自衛消防が重要となる。高温の煙によって燃

え出すことがあり、輻射熱が大きくなると消火

活動ができなくなる。避難する間に耐えられる

建築設計をするためには、法律ギリギリではな

く、小さく区画するなどのレベルの高い設計を

する事が重要である。

　2010年に公共建築の木造化・木質化の法律

ができ、高層化して都市部で木造を推進できる

ようになった。初期消火を有効にするために難

燃処理材を現しで使用したい。外装にも使用で

きるものができると良いとのことであった。

　2．4　�パネルディスカッション「不燃木材を

設計に入れるために」

　学校法人日本大学生産工

学部建築工学科准教授永井

香織氏がMC（マスター・

オブ・セレモニー）を務

め、前の3講演の講師と都

市防災不燃化協会の平田理

事を加えた5名でパネルディスカッションが行

われた。

　以下に、議論の内容を要約して紹介する。

［永井氏］市場に出ている難燃処理材の性能を

どう考えるか。

［平田氏］市場の難燃処理材の性能については

玉石混淆である。判断基準が明確でないた

め、クラス分けができていない。薬剤含有量

が非常に多いものが見られる。

［永井氏］設計者として不燃木材の性能をどう

考えるか。

［三井所氏］基調講演では実験結果にバラツキ

があるということだが、性能の違いをわかる

ようにして欲しい。民間で良いので信頼でき

る基準ができると良い。

［永井氏］構造の分野はCLTを含めて耐火実験

を行っているが、その性能についてどう考え

るか。

［中島氏］難燃処理材にバラツキがあるという

ことだが、木材の強度も同様であり、これを

どう管理するかを定めている。何らかの方法

でグループ分けできると性能を担保できるの

ではないか。

［永井氏］今考える性能に関する課題はあるか。
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［菊池氏］薬剤が少ない部分に必要な量を入れ

るためには必要以上に注入することになり、

過剰に入った状態になると白華の問題が起き

る。防火材料の試験方法としてコーンカロ

リーメーター試験と模型箱試験がある。模型

箱試験は、ある程度均一化された結果が出る

ので、室内の燃えひろがりを評価する方法と

しては妥当だと考える。しかし、不燃材料に

は適用できないのが課題である。建築基準法

の内装制限では、多くは準不燃材料で対応で

きる。不燃材料ではなく準不燃材料を使用で

きると製造者の負担が小さくなり、多くの問

題が軽減できる。塗装等も含めて劣化の生じ

にくい使い方を考えれば、性能低下を考慮し

てたくさん注入しなくても良いのではないか。

［永井氏］研究結果から、薬剤量と性能の関係

をバラツキも考慮して明確にすることが大事

である。良い点と悪い点を設計者にきちんと

伝える必要がある。使用場所によっては内装

材でも外装の性能を担保しなければならない

ことがある。

［中島氏］内外装の仕切りをなくすと中に何ら

かの影響が出てくる。そこに不燃材料等を使

える可能性がある。燃え止まり型耐火木材に

難燃処理材を使用しているものがあるので、

無機系を使用しない木構造が増える可能性が

ある。

［永井氏］どうすれば木材利用推進につながるか。

［三井所氏］中高層で木材が使用できると、木

がストックされて炭酸ガスを固定できる。

CLT空間のフレキシビリティを考えると、

軸・柱・梁の木材と面材のCLTを組み合わ

せて使うと魅力的な建築が生まれると思う。

中大規模木造を普通の建築士が普通の設計を

して普通の工事ができるようにならないと木

をたくさん使えるようにはならない。

［菊地氏］大臣認定は一度受けると、その後

ずっと使用を認められる。JISやJASに規定

されている材料は定期的に検証が行われる。

性能が継続的に担保されていることを第三者

が示すことで信頼性を回復できるのではないか。

［聴講者質問］難燃処理材を使用した建物の廃

材処理の考えを聞きたい。

［菊池氏］まだ廃材を多く処理する段階に至っ

ていないので、木材研究者側でもあまり議論

できていない。防腐木材のCCA（クロム銅

ヒ素系木材保存剤）とは異なり環境影響は少

ない。しかし、薬剤量が多いので、焼却して

回収する仕組みがあると良い。

［平田氏］難燃処理材を水に浸けて薬剤を抜き、

木材はサーマルリサイクルすることも考えら

れる。薬剤は純度を上げて、もう一度使用で

きると良い。

［聴講者質問］現行法では火災安全性の確保に

関して建物全体と居住空間を区別できていな

いので不具合が生じているのではないか。

［三井所氏］大火にしないでボヤで止めるため

に、きちんと手を打っておけば、構造材まで

影響していくので、総合的に判断していく基

準ができると良いと理解した。

［聴講者質問］木材は部材でしか流通しないが、

車のように部品で流通する考え方ができないか。

［永井氏］以前に全国にある木材が誰にでもど

こでも選べるようにしようと考えたが、上手

くいかなかった。

［三井所氏］既存の業者が一気に潰れるような

変化が起こると社会に問題が生じる。どうい

う方法をとりながら、社会が少しずつ動いて

いくようにするかが重要である。木材は時代

が変わると消えていく商品ではないので、合

理化を考えるときの大前提となる。

［聴講者質問］SDGsの「造る責任、使う責任」
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を重視して産業廃棄物をなくしたい。PCB

やアスベストの二の舞にならないように対策

を考えなれければならないのではないか。

［永井氏］最終的にどの形が良いのか、どう

やって維持するかは色々な角度で考える必要

がある。

［聴講者質問］廃棄処理の観点からも適切な処

理量であるべきだ。難燃処理材に求められる

性能は、火災初期の燃えひろがりの抑制で十

分で、現行法ではそれを適正に評価できない

のではないか。

［菊池氏］難燃処理材が使用される状況は内装

制限の対応だろう。あと一部は外装の燃えひ

ろがりである。

［永井氏］メーカーへの要望はあるか。

［菊池氏］今回の主催者以外にも難燃処理材の

関係団体がある。できるだけ協力して業界団

体として性能が担保されるようにして欲し

い。基準法にない白華抑制効果や薬剤の安全

性についても、お墨付きを付ける等の努力を

してもらいたい。

［永井氏］ 来年度から建築学会で難燃処理材の

ワーキングを設立することにした。木材の団

体が垣根を越えて設計者や建築屋にわかりや

すくして欲しい。建築学会と協会、団体と連

携して日本の難燃処理材を使いやすいものに

していきたい。

［中島氏］ 建物の部位にどんなスペックの部材

が必要かという情報を発信できると良い。処

理についても水に浸けて溶脱させて木は木で

処理できるということならば廃棄物量的には

大きな問題がないので、大丈夫だということ

を情報発信していくことが重要だ。CLTは

事例集を出しているので、難燃処理材につい

ても事例集を出してはどうか。

［平田氏］ 12月に閣議決定された国土強靱化加

速度計画は建築に関する記述が少ない。これ

からまき直しをして、シェルター（避難場所）

としての植樹空間をどれだけ性能良くしてい

くかが大事だと思う。建物を長く使用する為

にはメンテナンスとリプレイスメントが大切

で、難燃処理材のメンテナンスをどうしたら

良いかを木材メーカーやユーザーと議論して

いきたい。

［三井所氏］ 九州の日田の森林組合は自分たち

で付加価値を付けた材を出しているので、そ

ういったことをしていくと良い。どういう投

資をしながら持続的に維持できるかを考える

と良い。何をしているかを川上から川下ま

で、話をしてお互いに知ることで、敬意を持

てるようになる事が重要ではないか。小さい

社会を意識しながら見て、それを広げていく

ようにすると良い。

［永井氏］ 協会では委員会を通じて設計者が選

びやすい形で性能を開示する取り組みをす

る。設計者が選ぶときの参考になる資料をカ

テゴライズして作成する。数年後にはまとめ

た形で報告したい。

3．おわりに

　今回はオンラインで実施することとなった

が、100名以上の参加があり、関心が高いテー

マであったと考えられる。特にパネルディス

カッションでは、普通の会場で行われる質疑応

答と比べて質問が多く寄せられ、議論が活発に

行われた。普段では参加が難しい全国各地から

参加できるのも良い点である。来年度以降もこ

のような形で行われるかはわからないが、コロ

ナ禍が沈静化して会場で行われるようになった

としても、オンラインを併用していくことが有

効ではないかと考えた次第である。
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新会員紹介
一般社団法人　木の総合文化・ウッドレガシー推進協議会（LWCPC）
代表理事・会長　原口　博光
　　〒174-0071　東京都板橋区常盤台4-13-3日新興産内
　　TEL　03-3550-6311　FAX　03-3550-6319
　　E-Mail：lwcpc@nisshin-koosan.co.jp
　　URL：http://www.nisshin-koosan.co.jp/lwcpc/top/

活動理念
　自然環境に大きな影響を及ぼす大気中の二酸化炭素削減の役割は、森林大国・日本として、世界
に先駆けて地球温暖化防止対策にシフトした政策の推進が求められます。
　循環型社会の再生資源である日本産材を利活用し、「伐ったら植える」を繰返し光合成の最適化に
貢献する企業として、「ESG」投資の対象となり、「SDGs」の活動に沿うことになります。
　豊かな自然環境という富を残し、地球温暖化防止と国土強靭化に貢献すると同時に、自然災害を
少しでも緩和する手段であり方法と考えます。
　当該協議会は「利他」、「社会貢献」、「社会的善」の基に「志」ある企業、団体が集い政治、行政
に対して、地に足の付いた政策提案をいたします。

会員企業・団体
宇田川木材株式会社 日本合板商業組合
海の森づくり推進協会 （一社）日本木工機械工業会
海青社 日本技術振興会
カリモク家具株式会社 株式会社　日本の窓
株式会社　金剛組 日高機械エンジニアリング株式会社
澤田雅之技術士事務所 飛騨産業株式会社

（特非）地域交流センター 藤田株式会社
服部順昭（東京農工大学名誉教授） （一財）神城文化の森／藤田財団
株式会社　東京組 木材産業要望活動団体

（一社）都市防災不燃化協会 株式会社　吉本
日新興産株式会社

最近の活動
　毎年、「木の総合文化（ウッドレガシー）を推進する議員連盟」と共に、関係省庁に対する要望活
動を実施して、各省庁から丁重なる回答をいただいております。
　令和２年時点での議員連盟の役員は、衛藤征士郎会長、太田昭宏会長代行、吉野正芳副会長、原
田義昭幹事長、石田祝稔共同幹事長、中山泰秀事務局長、稲津久事務局次長、武部新事務局次長の
皆様であり、回答を寄せて下さった省庁は農林水産省（林野庁）、経済産業省、国土交通省官庁営繕
部・住宅局・航空局、防衛省、環境省、内閣府（オリパラ推進本部）、文部科学省初等中等教育局の
みなさまでした。
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防災不燃木材連絡協議会

〒198-0023

東京都青梅市今井3-5-18　（株）プラセラム内

Tel：0428-31-9121

URL：http://www.placeram.com/bousaifunen.html

建築・内装に木材の活用に関する活動（事業）を行うことによる木材利用普及および防災不燃木材

の普及を目的として2016年に発足した防災不燃木材関連業者の業界団体です。

　【活動内容】

　　①　防災不燃木材業界の活性化

　　②　防災不燃木材の認知・普及活動および紹介

　　③　その他本会の目的を達成するために必要な事項

　　④　会員相互の情報交換

　【会　　員】

正会員

大阪塗料工業株式会社

株式会社オムニツダ

加賀木材株式会社

大建工業株式会社

株式会社東洋精機製作所

ナイス株式会社

日青木材株式会社

日本住宅パネル工業協同組合

株式会社日本防災化学研究所

株式会社ビシュウ

株式会社プラセラム

ボード株式会社

細田木材工業株式会社

みはし株式会社

株式会社森久

山二建設資材株式会社

吉田製材株式会社

株式会社 LIXIL

株式会社レスト

特別会員

一般社団法人都市防災不燃化協会

以上 
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URL：https://www.faudp.com
お問合せ先：office@faudp.com
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2021 年 4 月 1 日現在
役 員 名 簿

役 職 名 役員氏名 役 職 名 役員氏名 役 職 名 役員氏名

会　　長 岩井 國臣 理　　事 栗山 正也 理　　事 平田 耕一

副 会 長 櫛田 眞司 理　　事 小林 博人 理　　事 真柄 幸男

専務理事 小浪 博英 理　　事 清水 一里 理　　事 吉田 修一

理　　事 浅野 成昭 理　　事 千葉 修嗣 監　　事 中辻 裕一

会員の状況
種　別 会員数

法 人 会 員 15 社

個 人 会 員 13 名

特 別 会 員 2 名

〔法人会員〕

アサノ不燃㈱ ＦＳテクニカル㈱ サカモト㈱

三和シヤッター工業㈱ ㈱セルフネン 大建工業㈱

ナイス㈱ 北静木材㈱ ㈱フォトクラフト社

㈱プラセラム みはし㈱ ㈱レスト

一般社団法人　
木の総合文化・ウッドレガシー
推進協議会

防災不燃木材連絡協議会 ㈱ビッグウィル
（休会中）

個人会員
　個人会員名簿は、個人情報の関係により添付しておりません。
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編集後記

　昨年から続いているcovid-19（新型ウイルス）の蔓延で皆様のお仕事及び生活が一変されてし
まったことと思います、この状況が一刻も早く終息することを祈るばかりです。
当機関誌もこの状況下で発刊時期が遅れましたが、寄稿してくださった方々のご尽力で何とか
発刊出来たことに感謝致します。
次回発刊迄に平時に戻る事を念じ、又皆様のご健勝をお祈り致します。
� （記　櫛田眞司）

編 集 委 員
櫛田 眞司 委員長
小浪 博英 委　員
小林 博人 委　員
杉山 和正 委　員
田中 博美 委　員
平田 耕一 委　員
吉田 修一 委　員
渡辺 　清 事務局
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発行日	 令和3年5月25日
発行者	 一般社団法人 都市防災不燃化協会
	 〒103-0001　東京都中央区日本橋
	 小伝馬町17-17日本橋シルバービル5階
	 TEL 03-6231-0347　FAX 03-6231-1385
	 E-mail: office@faudp.com
	 URL: www.faudp.com
印刷所	 株式会社 外為印刷
	 〒111-0032　東京都台東区浅草2-28-31
	 TEL 03-3844-3855　FAX 03-3844-9214

Print edition ISSN番号: 2188-8132



空気環境をととのえる２つの決め手！

販売代理店
MAM HOUSE事業部

本社工場　〒424-0057 静岡県静岡市清水区堀込345-2　TEL.054-348-1201（代）　FAX.054-348-1214
東京支店　〒166-0002 東京都杉並区高円寺北2-2-1 ・ 5F   TEL.03-5356-8866（代）　FAX.03-5356-8883
大阪営業所　〒533-0014 大阪府大阪市東淀川区豊新3-9-2    TEL.06-6695-7555（代）　FAX.06-6695-7556

ホームページ　http://www.resttime.co.jp

20210301

色粉 食用糊・ケナフ　植物エキス（シャイニング）

焼成ホタテ貝殻珪藻岩珪藻岩 焼成ホタテ貝殻

色粉

　従来の漆喰材や珪藻土の持つ優れた環境
性能に、植物由来の抽

シャイニング

出液を加えることでさら
なる環境性能をプラス。鉱物主体の壁材では、
吸収できても再放出を防げなかった有害物質
を、植物の持つ抗酸化（還元）作用で無害化。
　室内の空気環境改善効果は半永久的に持
続し、健康維持とストレス軽減に役立ちます。

珪藻土と植物のちからで空気環境を浄化

　普段はキレイな室内環境も、徐々に悪化して
くると気付きにくいもの。特に会議室など一時
期に多くの人が集まるような場所の場合尚更で、
CO²濃度が上昇すると、知らず知らずのうちに
眠気や不快感・ニオイを感じたりします。
　そこでCO²モニター・センサーの出番。適切な
換気により快適な環境を守ることができます。

CO²濃度の「見える化」で空気環境を知る

シャイニング 大地  価格表 税抜き・送料別

仕上種類 仕上面積
㎡／袋

塗り厚
㎜ 個装単位 定価／円 円／㎡

コテ塗り専用 8～10 1.5～2.5 10㎏／袋 18,500 1,850～2,640

PAINT MOMO+s

シャイニング大地

KOTE MOMO+s

バージンパルプ 2.0％

食用糊・ホウ酸・色粉
5.0％

珪藻岩 35.0％

焼成ホタテ貝 9.0％ Sパウダー33.0％

白土 15.0％

シャイニング※ 1.0％

室内環境を積極的・日常的に浄化する壁面材の導入と、汚れを「見える化」し換気のタイミングを知る方法。

シャイニング 大地／コテ塗り仕上げ専用 CO²濃度とカラダに及ぼす影響

環境性能に優れた北海道産珪藻土を35％配合した贅沢
なコテ塗り専用珪藻・漆喰材。優れた機能性と豊かなテク
スチャーが魅力です。     ※汎用タイプの「シャイニング雅」もあります。

空気中のCO²濃度の適正値は様々な機関による基準が
有ります。生活空間のCO²濃度を知ることは、健康的な生
活を維持するのに必須となる時代になりました。

シャイニングの珪藻土は特別製
　原料の北海道産珪藻土は微細な粒を無数に
持つ独特の構造によって、一般的な珪藻土の3
～6倍の吸放湿機能を発揮。結露やカビ・細菌・
微生物の発生、アレルギー性疾患やアトピー
性皮膚疾患の発生源となる乾燥状態やダニ繁
殖の抑制にもつながることが期待されます。

KS-101／しらゆき

KS-104／わかくさ

KS-102／あらきだ

KS-105／いなりやま

KS-103／さくらやま

KS-106／よい

白土・消石灰

シャイニングの主な材料

長時間続くと健康
被害が予想されます

好ましい健康的な通常の屋外レベル

CO
濃度低 CO

濃度 高

警報機（調整可能）

眠気がおこり、不快感や
においを感じる場合も

アメリカ冷暖房空調学会推奨値

ビル衛生管理法（病院その他施設含む）
学校環境
衛生基準

CO²センサーコントローラー・モニターのタイプ

卓上タイプ
モニターに従い
手動で換気。

¥20,000～

換気扇連動タイプ
CO2濃度に応じて
自動で換気。

¥45,000～

CO²モニター CO²センサー
コントローラー

CO²デュアルセンサー
・コントローラー

●CO²濃度に従い手
動で換気

●CO²濃度値で換気
設備をON/OFF制御
又は、強/弱・微弱制御

●ニオイ値で脱臭装置
をON/OFF制御又は、
強/弱・微弱制御
●CO²濃度値で換気
設備をON/OFF制御
又は、強/弱・微弱制御

マーベル MNA・SMAシリーズ SMA-OVC-1
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現現実実的的なな  燃燃ええなないい、、腐腐ららなないい、、虫虫がが食食わわなないい  抗抗菌菌性性のの木木質質材材料料  

本本社社青青梅梅工工場場・・開開発発セセンンタターー  

〒〒119988--00002233  東東京京都都青青梅梅市市今今井井 33--55--1188  

TTEELL::  00442288--3311--99112211  

含含浸浸技技術術ののトトーータタルルササポポーートト  

hhttttpp::////wwwwww..ppllaacceerraamm..ccoomm  

必要条件: 人体に対して（環境に対して）安全である / 耐水性である 

安価である（材料の供給に問題が無い） / 木質のよさを維持する 


